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去
る
８
月
30
日
、
令
和
最
初
の
学

位
記
授
与
式
及
び
卒
業
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
学
生
が
巣
立
つ
の
は
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
い
つ
も
一
抹
の
寂

し
さ
が
残
り
ま
す
。

　

こ
の
誌
面
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

式
典
で
お
話
し
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て

文
章
に
し
て
残
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
い
ま
世
界
は
３
つ
の
大
き

な
流
れ
に
直
面
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
１
つ
は
「
第
四
次
産
業
革
命
の

中
核
で
あ
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
Ｉｏ
Ｔ

（Internet of T
hings

）、
そ
し
て
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
な
ど
の
台
頭
」
で
す
。
こ
の
流

れ
に
よ
って
現
在
の
職
業
の
多
く
は
、
お

の
ず
と
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
予

想
像
力
が
不
可
欠

「
偽
ら
ず
、欺
か
ず
、諂
わ
ず
」

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
技
術
的
特
異
点
、

す
な
わ
ち
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
が
間
近

に
迫
る
現
代
で
は
、
技
術
進
歩
に
応

じ
た
「
学
び
直
し
」
や
「
考
え
直
し
」

富山大学大学院薬学研究科薬学専攻（修士課程）修了。薬学博
士（岐阜薬科大学）取得。米ミシガン大学、ユタ大学留学。講師、
助教授などを経て城西大学薬学部教授。また、薬学部長、城西大
学・城西国際大学副学長を歴任した後2017年４月城西国際大学
学長。日本薬剤学会賞、アジア薬学会賞、Shukri Distinguished 
Keynote Lecture Award、日本動物実験代替法学会功労賞など
授賞。マレーシア・マネジメント科学大学の名誉博士。

プロフィール

良い人間  関係が
真価を発揮  する条件
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表
紙
の「   　
　
　

 

」は
、辻つ

じ

元も
と

大だ
い

雲う
ん

さ
ん
に
よ

る
も
の
で
す
。辻
元
さ
ん
は
、毎
日
書
道
会
理

事
、書
道
芸
術
院
理
事
長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

２
０
１
７
年
度
の「
第
69
回
毎
日
書
道
展
」で
最

高
賞「
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。千
葉
県
袖
ケ
浦
市
在
住
。

題
字
に
つ
い
て

表紙写真 東金キャンパス正門から

は
不
可
欠
で
す
が
、
Ａ
Ｉ
や
機
械
が

人
間
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
我
々

は
以
前
に
も
増
し
て
、
想
像
す
る
（
イ

メ
ー
ジ
す
る
）
能
力
が
不
可
欠
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
の
流
れ
は
、
人
類
始
ま
っ

て
以
来
と
い
わ
れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

レ
ベ
ル
の
真
の
共
存
・
共
栄
価
値
観

の
広
が
り
」
で
す
。
こ
れ
は
、
地
球

上
に
暮
ら
す
75
億
人
の
た
め
の
地
球

環
境
問
題
や
人
口
増
加
対
策
な
ど
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

（Sustainable Development Goals

）

に
代
表
さ
れ
る
動
き
に
置
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
人
口
が
増
え
す

ぎ
る
と
、
ま
ず
、
水
、
森
林
、
食
糧
な

ど
の
資
源
が
不
足
し
ま
す
が
、
貧
富
の

格
差
も
ま
た
拡
大
す
る
と
言
わ
れ
て
い

加
わ
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
」
へ
と

変
わ
る
と
述
べて
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

60
歳
で
定
年
を
迎
え
そ
の
後
80
歳
ま
で

の
20
年
間
は
老
後
を
楽
し
む
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
80
歳
ま

で
働
き
、
残
り
20
年
が
老
後
に
な
り
ま

す
。
修
了
・
卒
業
生
に
は
、
ど
の
分

ま
す
。一
方
で
、
我
が
国
を
含
む
先
進

国
で
は
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
地
方
で
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
、
都
会
の
比
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
数
多
く
の
お
年
寄
り
を

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
の
に
、
働
き
手

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
問
題
を
有
す
る
地
域
は
先
進
国
の

各
地
に
広
が
り
、
い
ま
や
グ
ロ
ー
バ
ル
レ

ベル
の
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

３
つ
目
の
流
れ
は
、「
寿
命
の
長
期

化
、
人
生
１
０
０
年
時
代
」
で
す
。
ロ

ン
ド
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
リ
ン
ダ
・

グ
ラ
ッ
ト
ン
教
授
は
著
書
の
「
ラ
イ
フ
シ

フ
ト
」
の
中
で
人
生
の
働
き
方
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

か
ら
は
「
教
育
、
仕
事
、
老
後
の
３
ス

テ
ー
ジ
の
人
生
」
か
ら
「
自
分
探
し
、

個
人
事
業
、
副
業
と
の
兼
業
な
ど
も

野
で
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
で
食
べ
て

い
く
の
か
、
自
分
の
武
器
を
き
ち
ん

と
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
先
ほ
ど
述
べ
た
学
び
直
し
の
必
要

性
は
、
寿
命
が
延
び
た
こ
と
に
も
大
い

に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
の
創
立
者
水

田
三
喜
男
先
生
は
「
学
問
に
よ
る
人

間
形
成
」
と
い
う
理
念
を
残
さ
れ
ま

し
た
。
先
生
は
ま
た
、
生
き
る
上
の

座
標
の
銘
と
し
て
「
偽
ら
ず
、
欺
か
ず
、

諂へ
つ
ら

わ
ず
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
水

田
先
生
の
精
神
を
大
切
に
し
て
教
育

を
受
け
て
こ
ら
れ
た
修
了
・
卒
業
生
に

は
嘘
偽
り
の
な
い
人
生
を
全
う
し
て
い

た
だ
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

信
念
を
通
し
て
生
き
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
田
先
生

の
お
言
葉
に
加
え
て
、
私
は
人
生
に
お

け
る
修
了
・
卒
業
生
の
先
輩
と
し
て
、

心
得
る
べ
き
こ
と
を
も
う一つ
加
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
社
会
に
お
け
る

人
と
人
と
の
関
係
の
大
切
さ
で
す
。

人
々
と
の
人
間
関
係
を
お
互
い
信
頼

と
好
意
に
満
ち
た
円
満
な
も
の
と
す

る
よ
う
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
周
囲
や
関
係
先
と
の
良
い

人
間
関
係
が
、
仕
事
を
進
め
る
う
え

で
真
価
を
発
揮
す
る
の
に
非
常
に
大

切
な
条
件
と
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

修
了
・
卒
業
生
、
在
校
生
の
活
躍

を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

困
難
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て

　

我
が
国
で
は
、
新
し
い
社
会Society 

5.0

を
掲
げ
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、

我
が
国
で
は
ま
だ
グ
ロ
ー
バル
化
に
目
を

向
け
ず
、
地
球
規
模
の
問
題
に
も
関

心
を
持
た
ず
、
自
ら
を
変
革
で
き
な

い
で
い
る
「
し
が
み
つ
き
型
」
の
人
た

ち
も
大
勢
い
ま
す
。
し
か
し
、
城
西

国
際
大
学
で
学
ん
だ
修
了
・
卒
業
生

は
、
グ
ロ
ー
バル
な
視
点
を
持
っ
て
、
地

域
や
世
界
に
目
を
向
け
て
勉
強
し
て
き

た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
困
難
な
時

代
を
ぜ
ひ
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
のSociety 5.0

で
は
情
報
が

あ
ふ
れ
る
多
様
化
社
会
に
な
り
ま
す
。

　

情
報
が
簡
単
に
手
に
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
モ
ノ
を
作
る
方
や
売

る
方
よ
り
買
い
手
、
す
な
わ
ち
消
費

者
が
必
要
な
モ
ノ
を
決
定
す
る
社
会
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
に

出
る
修
了
・
卒
業
生
に
は
、
こ
の
よ
う

な
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
け
る

よ
う
感
度
良
い
ア
ン
テ
ナ
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、一
人

一
人
が
私
達
の
生
き
る
地
球
を
守
る

と
い
う
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
経
験
や
勘
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
情
報
取
得
能
や
想

像
す
る
力
を
大
事
に
し
、
周
り
と
し
っ

か
り
コ
ミ
ュニ
ケ
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。
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　城西国際大学は、社会科学系、人文科学系、
自然科学系、福祉・医療系の８学部10学科と
大学院、留学生別科などを擁する国際的総合大
学。アジア地域をはじめ米国・欧州の30カ国、
約200の大学と提携している。千葉県の東金
市・鴨川市、東京紀尾井町にキャンパスがある。

学部
看護学部――看護学科
薬学部――医療薬学科
福祉総合学部――福祉総合学科・理学療法学科
環境社会学部――環境社会学科
経営情報学部――総合経営学科
メディア学部――メディア情報学科
国際人文学部――国際文化学科・国際交流学科
観光学部――観光学科

大学院
人文科学研究科――国際文化専攻（修士課程）
▼女性学専攻（修士課程）▼グローバルコミュ
ニケーション専攻（修士課程）▼比較文化専攻

（博士後期課程）
経営情報学研究科――起業マネジメント専攻

（修士課程）▼起業マネジメント専攻（中小企
業診断士登録養成課程・修士課程）▼起業マネ
ジメント専攻（博士後期課程）
福祉総合学研究科――福祉社会専攻（修士課程）
ビジネスデザイン研究科――ビジネスデザイン
専攻（修士課程）
薬学研究科――医療薬学専攻（博士課程・４年
制）
国際アドミニストレーション研究科――国際ア
ドミニストレーション専攻（修士課程）

留学生別科
日本文化専修課程
日本語専修課程

シニア・ウェルネス大学（生涯教育）
　シニア・ウェルネス大学は、教養・健康・学
術的取り組みなど、大学が有する知的資源を分
かりやすく提供することによって、地域の方の
生涯教育を推進し、生きがいをもって社会参加
していただくことを目的として、2006 年に開
設された。
　2018 年度より、シニア・ウェルネス大学は
1 年制プログラムとなり、運動・栄養・くすり・
福祉などに関する知識を習得しながら、「健康・
生きがいづくり」を支援するプログラムを提供
している。講義・実技は、春学期は４月、秋学
期は９月から開講しており、本学の教員だけで
なく外部からも講師を招いて行われる。プログ
ラムの修了者には、卒業式に合わせて修了証書
が授与される。

供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
０
１
９
年
度
も
千
葉
県
内
の
各
地
で

公
開
講
座
を
開
催
す
る
。
公
開
講
座
は
、

本
学
の
最
新
の
研
究
成
果
や
知
的
資
源

を
地
域
社
会
に
還
元
し
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る

も
の
で
あ
り
、今
年
度
は
「
東
金
市
」「
鴨

川
市
」「
御
宿
町
」「
茂
原
市
」「
香
取
市
」

の
５
ヵ
所
で
開
催
し
て
い
る
。

　

７
月
13
日
に
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
外

国
人
お
も
て
な
し
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

育
成
講
座
が
開
催
さ
れ
、
本
学
の
学
生

や
地
域
の
高
校
生
な
ど
約
30
名
が
参
加

し
た
。

　

こ
の
講
座
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
千
葉
県

で
の
開
催
を
見
据
え
、
外
国
人
観
光
客

が
安
心
し
て
滞
在
で
き
る
環
境
を
整
え
る

た
め
、
千
葉
県
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、

本
学
の
他
、
千
葉
県
内
7
会
場
で
開
催

　

２
０
１
９
年
度
春
学
期
の
授
業
が
、
４

月
13
日
～
７
月
27
日
の
間
に
行
わ
れ
た
。

　

体
力
測
定
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
体
を

動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
な
く
、
健
康
や

薬
に
関
す
る
講
義
、
調
理
実
習
、
学
外

施
設
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

し
た
。

　

な
お
、
秋
学
期
の
授
業
は
９
月
７
日
よ

り
開
始
。

　

２
０
１
９
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、

福
祉
総
合
学
部
、
薬
学
部
、
看
護
学
部

か
ら
３
０
０
名
を
超
え
る
、
多
く
の
学
生

が
参
加
し
た
。「
専
門
職
講
演
」
で
は
、

介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
理

学
療
法
士
な
ど
、
各
分
野
か
ら
先
生
方
を

お
招
き
し
、
全
６
回
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、８
月
20
日
～
23
日
に
行
っ
た
「
実

践
Ｉ
Ｐ
Ｅ
実
習
」
で
は
、
今
年
度
も
６
施

設
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
学
生
が
実
務
実

習
を
体
験
す
る
、
貴
重
な
学
び
の
場
を
提

さ
れ
て
い
る
。
講
座
で
は
、
受
講
者
同
士

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し

て
、
外
国
人
観
光
客
と
の
対
応
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョン
し
、
参
加
者
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
研
修
の
た
め
来
日
し
た

訪
問
団
と
本
学
学
生
ら
と
の
交
流
会
が

７
月
25
日
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
団
員
は
ス
リ
ラ
ン
カ
日
本
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
の
大
学
生
や
高
校
生
ら
７
人
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ス
リ

ラ
ン
カ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
る
山
武
市
へ

の
訪
問
に
合
わ
せ
て
来
学
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、ス
リ
ラ
ン
カ
の
伝
統
的

な
舞
踊
や
歌
が
披
露
さ
れ
、日
本
人
学

生
に
よ
る「
よ
さ

こ
い
踊
り
」の
実

演
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
を
楽

し
ん
だ
。

（
留
学
生
セ
ン
タ
ー
、

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

連
携
）

城西国際大学

2019年９月まで

シ
ニ
ア・ウェル
ネ
ス
大
学

専
門
職
連
携
教
育（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）

　

７
月
５
日
の
昼
休
み
、
Ａ
Ｎ
Ａ

総
合
研
究
所
に
よ
る
「
Ａ
Ｎ
Ａ
成

田
空
港
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明

会
」
を
開
催
し
た
。
３
キ
ャ
ン
パ
ス

を
遠
隔
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
つ
な

ぎ
、
約
70
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
３
コ
ー
ス
。

「
空
港
旅
客
サ
ー
ビ
ス
業
務
コ
ー

ス
」「
空
港
地
上
支
援
業
務
コ
ー

ス
」
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
成
田
エ
ア
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
が
独
自
に
設

定
し
て
い
る
１
デ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
で
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
の

提
携
校
の
３
年
生
を
対
象
に
実
施

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｎ
Ａ
成
田
空
港
内
研
修
施
設

（
成
田
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
で
行
う
「
Ａ
Ｎ

Ａ
成
田
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
体
験
学
習
コ
ー
ス
」

は
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
が
独
自
に
設
け
る

２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
空
港
旅
客
サ
ー

ビ
ス
業
務
に
関
し
て
１
年
生
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　

毎
年
、
参
加
学
生
は
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研

究
所
と
の
産
学
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
空

港
・
航
空
関
連
企
業
へ
の
就
職
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　

７
月
24
日
、
観
光
学
部
は
、
南
房
総

市
と
南
房
総
市
観
光
協
会
と
の
間
で
包

括
的
地
域
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
＝
写
真
。
南
房
総
地
域
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
促
進
お
よ
び
観
光
の
人
材
育

成
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

発
展
並
び
に
地
域
社
会
の
活
性
化
を
実

現
す
る
こ
と
が
提
携
の
目
的
だ
。

　

南
房
総
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印
式

で
、
倉
林
眞
砂
斗
・
観
光
学
部
長
（
写

真・右
）は
「
南
房
総
地
域
に
は
、『
空
港
』

『
食
』『
海
岸
線
』『
首
都
に
隣
接
』
な

ど
の
観
光
潜
在
力
が
あ
る
。
価
値
づ
く
り

の
新
し
い
場
や
機
会
と
し
た
い
」
と
述
べ

た
。
今
後
、
観
光
コ
ー
ス
等
の
商
品
開
発

や
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

国
内・海
外
へ
の
情
報
発
信
、
観
光
立
国・

少
子
化
の
中
で

活
躍
で
き
る
人

材
育
成
な
ど
、

広
範
囲
な
分

野
で
連
携
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
東
日

本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
（
Ｊ
Ｒ

遠隔システムでＡＮＡ説明会
地域連携

推進センターの
取り組み

CLiCs

２０１９年
秋まで

　

８
月
21
日
、
観
光
学
部
軟
式
野
球
部

は
、
創
部
10
年
を
記
念
し
て
東
京
大
学

と
の
交
流
試
合
を
鴨
川
市
内
の
観
光
学

部
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
っ
た
。

　

昨
年
、
東
京
大
学
と
練
習
試
合
を
行

い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
交
流
が
深
ま
っ
た
。

東
京
大
学
は
、
今
年
の
東
京
６
大
学
軟

式
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
で
２
位
。
今
回
の

交
流
試
合
は
２
試
合
行
わ
れ
、
１
試
合

目
は
６
―
７
で
惜
敗
。
２
試
合
目
は
引
き

分
け
た
。

　

８
月
30
日
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
・
水
田

記
念
ホ
ー
ル
で
２
０
１
９
年
度
秋
季
学
位

記
授
与
式
・
卒
業
証
書
授
与
式
（
卒
業

式
）
を
挙
行
し
、
計
４
０
３
人
が
卒
業
し

た
＝
写
真
。
本
学
で
は
春
季
の
入
学
式
・

　

２
０
１
９
年
度
春
学
期
は
、
趣
味
講

座
・
教
養
講
座
な
ど
18
の
講
座
を
開
講

し
、
約
２
８
０
名
が
受
講
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
よ
り
「
か
け
っ
こ
教
室
」「
親
子

で
パ
ン
作
り
教
室
」
な
ど
、
地
域
の
小
学

生
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
講
座

を
積
極
的
に
開
講
し
て
い
る
。

　

秋
学
期
も
27
の
講
座
開
講
を
計
画
し

て
お
り
、
本
学
Ｊ
Ｉ
Ｕ
フェス
テ
ィ
バル
に
お

い
て
も
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
」
を
実

施
予
定
。

　

８
月
24
日
に
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
本
学

学
生
の
他
、
大
学
近
隣
の
九
十
九
里
地

域
か
ら
も
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
関
係

者
が
多
く
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
密
着

型
の
医
療
・
福
祉
専
門
職
を
目
指
す
若

者
た
ち
の
学
び
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
約
60
名
が
参
加
し
た
。

　

地
域
の
方
々
へ
広
く
薬
用
植
物
の
知

識
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

方
々
が
「
健
康
」
や
「
食
」、「
薬
草
」

や
「
く
す
り
」
に
関
し
て
、
よ
り
一
層
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
、

２
０
１
７
年
に
第
１
号
が
作
成
さ
れ
、
今

南
房
総
市
と
包
括
協
定

水田美術館の展示も見学

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レッ
ジ
講
座

東
京
大
学
と
親
善
試
合

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

薬
草
図
鑑

公
開
講
座

ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
訪
問
団

秋
季
卒
業
式

九
十
九
里
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

ヘル
ス
ケ
ア
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

東
日
本
）
千
葉
支
社
と
観
光
学
部
の
学

生
の
共
同
企
画
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

の
取
り
組
み
が
、こ
の
た
び
観
光
庁
の
「
産

学
連
携
に
よ
る
観
光
産
業
の
実
務
人
材

確
保
・
育
成
事
業 

先
進
的
な
実
践
授
業

事
例
」
と
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　

多
く
の
大
学
は
物
理
的
制
約
が
伴
う

「
ゼ
ミ
単
位
」
や
「
数
日
間
の
地
方
遠
征
」

に
よ
る
実
践
で
の
事
例
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
な
か
、
観
光
学
部
は
「
観
光
地

に
あ
る
観
光
学
部
」
の
強
み
を
活
か
し
、

長
期
間
に
わ
た
り
多
数
の
学
生
が
参
加

す
る
プ
ロ
ジェク
ト
で
相
互
に
関
係
性
を
築

く
こ
と
に
よ
り
、
企
業
や
地
域
、
そ
し
て

観
光
客
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
き
た
。

　独立行政法人日本学生支援
機構（JASSO）の「平成29年度
協定等に基づく日本人学生留
学状況調査結果」（2019年１月
18日発表）において、城西国際
大学は、858人で、全国の大学
で９番目にランクインした。
　２０１６年度（平成28年度）の
派遣数は652人で、本学の海
外派遣学生数は確実に増えて
いる。本学では、短期・中期の海
外研修だけでなく、休学せずに
卒業できる長期留学が可能な独
自のＪＥＡＰ留学など、留学しやす
い環境が整っている。今後、海
外派遣学生数がさらに増える見
込みだ。また、同機構が発表した

「平成30年度外国人留学生
在籍状況調査結果」において、本学
に在籍する外国人留学生数は１２１０
人で、全国24番目となった。

　

ク
ロス
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
は
２
０
２
０

年
４
月
に
、
ニュー
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
に

名
称
を
変
更
す
る
。
学
び
の
内
容

が
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
卒
業

後
の
就
職
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
る
。

こ
れ
ま
で
の
「
情
報
」「
映
像
」「
デ

ザ
イ
ン
」「
サ
ウ
ン
ド
」
の
枠
を
超

え
、
芸
術
的
で
表
現
豊
か
な
映
像

や
音
楽
、
テ
ク
ノロ
ジ
ー
と
ア
ー
ト
を

融
合
し
た
ゲ
ー
ム
制
作
や
も
の
づ
く

り
、
世
の
中
を
楽
し
く
す
る
デ
ザ
イ

ン
に
つい
て
学
ぶ
。

　

ニュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
で
は
、
番

組
制
作
、
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
、
デ
ジ
タ

ル
サ
ウ
ン
ド
を
学
ぶ
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ツ

分
野
、
Ｖ
Ｒ
な
ど
を
活
用
し
た
ゲ
ー

ム
な
ど
の
最
新
の
コ
ン
ピュー
タ
テ
ク
ノ

学
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

ロ
ジ
ー
を
学
ぶ
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノロ
ジ
ー
分
野
、

新
し
い
テ
ク
ノロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
人
々
を
生

き
生
き
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
メ
デ
ィ
ア
デ

ザ
イ
ン
分
野
を
総
合
し
て
学
ぶ
こ
と
で
人
々

を
楽
し
ま
せ
（
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
）、
生

活
を
豊
か
に
す
る
知
識
と
技
術
と
考
え
方

を
身
に
つ
け
る
。

　

目
標
は
、番
組
制
作
、デ
ジ
タ
ル
サ
ウ
ン
ド
、

情
報
テ
ク
ノロ
ジ
ー
、
ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
と

いっ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
で
、
グ
ロ
ー
バル
な
仕

事
に
従
事
し
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
だ
。

　

最
新
の
液
体
クロマ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
計

（Q
 Exactive FO

CU
S Standard M

S 
System,ThermoFisher SCIEN

TIFIC

社
）
が
導
入
さ
れ
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
。

 

メ
デ
ィ
ア
学
部

回
、
２
０
１
９
年
７
月
に
記
念
す
べ
き
第

１
０
０
号
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。

　

今
後
も
、
多
く
の
方
に
薬
草
図
鑑
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、「
健
康
」「
食
」「
薬

草
」「
く
す
り
」
の
知
識
を
身
に
付
け
、

日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
。

卒
業
式
に
加
え
て
、
主
に
外
国
人
留
学

生
を
対
象
に
し
た
秋
季
の
入
学
式
・
卒

業
式
を
挙
行
し
て
い
る
。

　

今
回
、学
部
、大
学
院
、留
学
生
別
科
、

交
換
留
学
を
卒
業
す
る
世
界
各
国
か
ら

の
外
国
人
留
学
生
が
主
な
対
象
と
な
り
、

中
国
、
韓
国
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
16
の
国
・

地
域
の
３
５
５
人
が

キ
ャ
ン
パ
ス
を
巣
立

っ
た
。
な
お
、
９
月

18
日
に
秋
季
入
学
式
を
挙
行
。

 

薬
学
部

最
新
装
置
を
導
入

「ニューメディアコース」に名称変更

ラ
ン
キ
ン
グ
９
位
に

日
本
人
海
外
派
遣
数



　

４
月
24
日
、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３

号
棟
で
、
中
国
・
上
海
交
通
大
学
日
本

研
究
セ
ン
タ
ー
の
東
京
事
務
所
開
所
式
が

行
わ
れ
た
＝
写
真
。
学
校
法
人
城
西

大
学
の
国
際
学
術
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

と
上
海
交
通
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

が
今
年
１
月
、「
協
力
・
交
流
に
関
す

る
覚
書
」
を
締
結
。
こ
れ
を
受
け
て
、

同
セ
ン
タ
ー
の
東
京
事
務
所
が
開
設
さ

れ
た
。
学
術
・
研
究
交
流
の
推
進
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
た

将
来
の
日
中
関
係
強
化
の
た
め
の
人
材

育
成
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

　

上
海
交
通
大
学
は
中
国
で
最
も
古

い
歴
史
を
持
つ
大
学
の
一
つ
。
国
務
院

教
育
部
直
属
の
国
立
総
合
大
学
で
理

工
系
の
伝
統
が
強
く
、
著
名
な
政
治

家
や
学
者
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
を
多
数

輩
出
、
江
沢
民
元
国
家
主
席
の
母
校

と
し
て
も
有
名
だ
。
外
国
人
留
学
生

も
多
く
受
け
入
れ
、
昨
年
６
月
、
日

本
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
本
学
は
中

国
を
筆
頭
に
世
界
30
ヵ
国
・
地
域
の
約

２
０
０
大
学
と
学
術
協
力
提
携
を
締
結
。

中
国
か
ら
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
学
術
に
関
す
る
国
際

67

□ 

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

交
流
の
推
進
の
た
め
の
国
際
学
術
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
い
る
。

　

開
所
式
に
は
、
上
海
交
通
大
学
の
丁

奎
嶺
・
常
務
副
校
長
や
日
本
研
究
セ

ン
タ
ー
の
季
衛
東
主
任
を
は
じ
め
、
在

日
中
国
企
業
協
会
の
王
家
馴
会
長
ら

が
出
席
。
城
西
側
か
ら
は
、
小
野
元

之
理
事
長
特
別
補
佐
、
北
村
幸
久
事

務
局
長
、
白
幡
晶
城
西
大
学
学
長
、

杉
林
堅
次
城
西
国
際
大
学
学
長
ら
が

出
席
し
た
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
顧

問
も
務
め
る
経
済
同
友
会
の
横
尾
敬

介
副
代
表
幹
事
・
専
務
理
事
も
出
席

し
た
。

　

挨
拶
で
丁

常
務
副
校
長
は

「
事
務
所
を

提
供
い
た
だ
き

衷
心
よ
り
感

謝
の
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま

す
。
中
日
両

国
の
産
学
官
の

協
力
に
さ
ら
に
広

い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
提
供
で
き
る

「
昆
劇
」公
演

上
智
大
と
共
催

千
代
田
区
一斉
清
掃
に
参
加

記
者
ら
が
講
師
と
な
り

「
時
事
問
題
演
習
」

　

中
国
演
劇
の
「
昆
劇
」
公
演
が
６
月

１
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
、
上
智
大

学
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。「
昆
劇
」

と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
知
ら

れ
て
い
る
京
劇
よ
り
も
そ
の
歴
史
は
遙
か

に
古
く
、
現
在
の
中
国
芸
能
の
ル
ー
ツ
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
公
演
は
、
日
中
間
文
化
交
流

の
促
進
を
目
的
と
し
、
中
国
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
昆
劇
団
体
で
あ
る
「
中
国
北
方

昆
曲
劇
院
の
派
遣
が
実
現
し
、
開
催
さ

れ
た
。

と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
事
務
所
開
設
の

意
義
を
説
明
。「
手
を
携
え
て
中
日
協
力

の
美
し
い
未
来
を
開
拓
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
。
北
村
事
務
局

長
は
「
す
で
に
様
々
な
交
流
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
事
務
所
設
置
に
伴
っ
て
交
流

が
さ
ら
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

話
し
た
。

　

ま
た
、
季
主
任
は
「
日
中
関
係
新
時

代
の
到
来
を
告
げ
る
よ
う
な
象
徴
的
な

意
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。（
永
田
町
や
霞

が
関
な
ど
に
）
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
立
派

な
オ
フ
ィ
ス
で
日
本
を
研
究
し
、
日
本
の

経
験
と
教
訓
か
ら
学
び
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
述
べ
た
。
横
尾
副
代
表
幹
事
は

「
中
国
で
最
も
歴
史
が
あ
り
、
最
も
高

い
水
準
を
誇
る
上
海
交
通
大
学
が
新
た

に
日
本
に
活
動
拠
点
を
設
け
ら
れ
た
こ
と

は
、
両
国
の
知
的
交
流
の
持
続
的
発
展

に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
ち
ま
す
」
と

期
待
感
を
寄
せ
た
。

□ 

海
外
協
定
校
訪
問・来
学
／

　
　
　
　

海
外
セ
ミ
ナ
ー・研
修

　

６
月
３
日
、
タ
イ
王
国
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン

大
学
薬
学
部
か
ら
国
際
担
当
の
副
学
部
長

W
aranyoo Phoolcharoen

博
士
と
講
師

のTatta Sriboonruang

博
士
の
お
二
人

の
教
員
が
来
学
さ
れ
た
。

　

今
回
は
本
学
と
の
国
際
関
係
を
強
化
す

る
た
め
の
協
議
を
行
う
訪
問
で
、
２
０
２
０

年
度
か
ら
チ
ュラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
の
薬
学
生
が

６
週
間
滞
在
し
、
薬
局
実
習
を
経
験
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

共
同
研
究
に
よ
る
教
員
の
交
流
や
交
換
留

学
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、

今
後
、
両
大
学
間
で
様
々
な
交
流
が
広
が

って
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
城
西
国
際
大
学
で
は
薬
学
生
が

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
で
数
ヶ
月
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
社
会
学
部
で
、７
月
16
日
〜
17
日
、

［
看
護
学
部
］

　

５
月
11
日
〜
19
日
、
1
年
生
全
員
が

参
加
し
て
ア
メ
リ
カ
研
修
を
行
っ
た
。
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
（
Ｕ

Ｃ
Ｒ
）
や
現
地
の
医
療
機
関
、
看
護
学

校
な
ど
を
訪
問
し
、
ア
メ
リ
カ
の
医
療
現

場
を
体
験
し
、
日
本
と
の
医
療
体
制
の

違
い
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
た
。

タ
イ
の
薬
学
博
士
ら
来
学

ズ
ィハ
ー
ル
博
士
が
公
開
授
業

海
外
協
定
校
訪
問・来
学

海
外
セ
ミ
ナ
ー・研
修

―
―
２
０
１
９
年
2
月
か
ら

　

公
演
で
は
、
中
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
俳
優

に
よ
り
、
昆
劇
の
最
高
傑
作
と
も
言
わ

れ
る
『
牡
丹
亭
』
が
上
演
さ
れ
、
そ
の

美
し
く
優
雅
な
芸
術
表
現
や
世
界
観
で
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
約
６
０
０
人
の
観
客

を
魅
了
し
た
。

　

ま
た
上
演
に
先
立
ち
、
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
「
昆
劇
特
別
講
座
」
も

開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。
昆
劇
に
出
演
す

る
俳
優
に
よ
る
、
昆
劇
の
歴
史
や
特
徴
な

ど
の
解
説

や
、
本
学

学
生
へ
の

演
技
指
導

な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　

日
本
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
「
交
流
開
始

１
１
０
周
年
」「
外
交
関
係
樹
立
80
周

年
」「
外
交
関
係
再
開
60
周
年
」
と
い
う

〝
3
つ
の
周
年
〟
が
重
な
る
２
０
１
９
年
、

駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
大
使
館
と
財
団
法
人
日

本
ブ
ル
ガ
リ
ア
交
流
協
会
主
催
で
、
ト
リ

プ
ル
・
ア
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ー
を
記
念
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
絵
画
展
が
６
月
１
日
、
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パス
で
開
か
れ
た

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
本
学
の
柴
宜
弘
・
中

欧
研
究
所
所
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
、ヴ
ェラ・ス
テ
フ
ァ
ノ
ヴ
ァ
氏（
外
交
官・

元
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
大
使
館
公
使
）、
エ

フ
ゲ
ニ
・
カ
ン
デ
ィ
ラ
氏
（
歴
史
学
者
・
ソ

フ
ィ
ア
大
学
教
授
）
ら
が
参
加
。
ま
た
、

絵
画
展
は
３
号
棟
に
あ
る
水
田
記
念
美

術
館
紀
尾
井
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

〝
3
つ
の
周
年
〟重
な
る

 

日
本・ブ
ル
ガ
リ
ア
交
流

「
Ｖ
４
＋
日
本
」セ
ミ
ナ
ー

 

今
回
で
７
回
目

　

６
月
６
日　

千
代
田
区
一
斉
清
掃
の
日

に
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
８
名
の
本
学
の

学
生
が
参
加
し
た
。
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パス

３
号
棟
の
地
域
で
あ
る
平
河
町
２
丁
目
を

起
点
と
し
て
、
町
を
清
掃
す
る
活
動
だ
。

　

朝
８
時
か
ら
清
掃
を
開
始
し
、
町
内

会
の
人
達
や一斉
清
掃
に
参
加
し
て
い
る
企

業
の
方
た
ち
と
挨
拶
交
わ
し
な
が
ら
、
道

に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。
こ
う
し
た

活
動
を
通
し
て
、
地
域
か
ら
学
び
、
地
域

と一緒
に
成
長
す
る
こ
と
大
切
に
し
た
い
。

　

新
聞
記
者
ら
が
講
義
す
る
「
時
事
問

題
演
習
」
が
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で
前
期

期
間
に
、
計
15
回
、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。

　

経
営
情
報
学
部
の
学
生
が
対
象
で
、

毎
日
新
聞
の
編
集
委
員
、
論
説
委
員
ら

が
「
裁
判
員
制
度
と
日
本
の
司
法
」（
社

会
）、「
欧
州
事
情
」（
国
際
）
な
ど
の
ほ

こ
の
装
置
で
は
、
液
体
ク
ロマ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
よ
って
試
料
を
成
分
ご
と
に
分
離
し
た
の

ち
、
質
量
分
析
計
に
よ
って
そ
れ
ぞ
れ
の
成

分
の
分
子
量
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
成
分

の
種
類
や
量
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

こ
の
装
置
は
教
員
の
指
導
の
も
と
研
究
室

に
配
属
さ
れ
た
学
生
も
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
学
生
は
卒
業
研
究
な
ど
を
通
じ
て
最

先
端
の
分
析
手
法
の
習
得
に
励
ん
で
い
る
。

 

福
祉
総
合
学
部

Ｄ
棟
改
修

　

Ｄ
棟
全
域
を
福
祉
総
合
学
部
に
集
約
す

る
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。
１
階
に
「
く

じ
ら
キ
ッ
ズ
」（
保
育
実
習
室
）、
小
児
保

健
演
習
室
な
ど
が
入
り
、
２
階
は
ピ
ア
ノ
練

習
室
、
造
形
演
習
室
な
ど
を
設
置
。

ヨ
ー
ロッ
パ
の
大
学
と
の
教
員
交
換
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
エ
ラ
ス
ム
ス
・
プ
ラ
ス
教
員
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
デ
ブ
レ
ツェ

ン
大
学
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
情
報
学
部
准
教

授
の
マ
リ
ア
ン
ナ
・
ズ
ィハ
ー
ル
博
士
に
よ
る

３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
技
術
に
関
す

る
連
続
講
義
を
開
催
し
た
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ
と
い
う
技
術
が
現
在
な
ら
び
に
将
来

の
社
会
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

「
化
石
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」で

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

か
、
経
済
・
政
治
分
野
の
テ
ー
マ
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

　

3
号
棟
に
あ
る
「
大
石
化
石
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
は
、
大
石
道
夫
東
京
大
学
名
誉
教

授
、
中
国
遼
寧
省
古
生
物
博
物
館
よ
り

寄
託
・
寄
贈
を
受
け
た
約
２
０
０
点
の
実

物
化
石
標
本
な
ど
の
学
術
標
本
を
展
示

し
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
講
演
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
の
教
育
普
及
活

動
と
研
究
を
行
い
、
年
間
５
０
０
０
人
の

入
場
者
を
数
え
る
「
人
気
ス
ポ
ッ
ト
」
だ
。

新
聞
・
テ
レ
ビ
を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
の
取
材

も
相
次
い
で
い
る
。

　

こ
こ
で
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
夏

休
み
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
開
か
れ
た
＝
写
真
。

7
月
25
日
か
ら
8
月
24
日
ま
で
の
間
、
休

館
日
な
ど
を
除
き
、
計
10
日
間
の
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
日
も
午
前

部
と
午
後
部
に
分
か
れ
、
付
き
添
い
の
保

護
者
を
含
め
計
３
４
０
人
が
参
加
。
宮

田
真
也
学
芸

員
ら
が
展
示

物
に
つ
い
て
説

明
し
、
城
西

短
期
大
学
の

学
生
が
児
童
・

生
徒
を
ア
シ
ス

ト
し
た
。

□ 

学
校
法
人
城
西
大
学
で
は

上海交通大「日本研究センター」開所式

　

４
月
５
日
、
日
本
と
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド

４
ヵ
国
（
Ｖ
４
：
チ
ェコ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
）
に
よ
る
「
Ｖ

４
＋
日
本
」
の
セ
ミ
ナ
ー
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
と
自
由
貿
易
の
未
来
」
が
、
外
務
省
、

在
京
スロバ
キ
ア
大
使
館
（
Ｖ
４
議
長
国
）

を
始
め
と
す
る
在
京
Ｖ
４
各
国
大
使
館
と

学
校
法
人
城
西
大
学
の
共
催
に
よ
り
紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パス
１
号
棟
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
＝
写
真（
次
項
）。
同
セ
ミ
ナ
ー

を
共
催
す
る
の
は
、
今
回
で
７
回
目
。
外

務
省
を
は
じ
め
各
国
大
使
館
職
員
、
各
大

学
の
研
究
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
本
学
関
係
者
、

学
生
、
有
識
者
ら
約
50
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
小
野
元
之
理
事
長
特
別
補
佐

が
開
会
挨
拶
。
マ
リ
ア
ン
・
ト
マ
シ
ー
ク
駐

日
ス
ロ
バ
キ
ア
大
使
の
Ｖ
４
議
長
国
を
代
表

し
て
の
挨
拶
に
続
き
、
日
本
政
府
を
代
表

し
、
山
田
賢
司
外
務
大
臣
政
務
官
が
基

調
講
演
を
行
っ
た
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
城
西
大
学
現
代
政
策
学
部
の
ベ

ル
タ
ラ
ニ
チ
ュ・
ボ
シ
テ
ィ
ア
ン
准
教
授
が
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
日
本
と
Ｖ
４
諸
国
の

　10月14日（月・祝日）に
３号棟で「第３回 城西大
学、城西国際大学、城西
短期大学 合同大学祭」

（3J Festival）が開催さ
れる。
　「城西３大学の学生が
通う紀尾井町キャンパスで
も大学祭を」との各大学
の学生課からの希望によ
り、２０１７年に初めて合同
大学祭が実現した。
　今回の合同大学祭も、
３大学のゼミ、サークルな
ど学生が主体となって運
営。舞台構成、音響設備、
会場演出、展示、模擬店
など力を入れて準備する。

開催告知

［
薬
学
部
］

　

２
月
19
日
〜
３
月
３
日
、
Ｕ
Ｃ
Ｒ
を

拠
点
と
し
て
米
国
薬
学
研
修
を
行
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
病
院
や
薬
局
見
学
を
通
し

て
、
薬
剤
師
の
あ
り
方
な
ど
、
日
本
と

の
違
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

［
福
祉
総
合
学
部
理
学
療
法
学
科
］

　

３
月
13
日
〜
21
日
、
1
年
生
全
員
が

参
加
し
て
理
学
療
法
海
外
研
修
を
行
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大

学
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
校
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ｂ
）
で
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
理
学
療
法
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
で
、
海
外
の
理
学
療
法
を
経
験

し
、
視
野
を
広
げ
た
。

［
経
営
情
報
学
部
］

　

２
月
２
日
〜
３
月
24
日
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ｂ

で
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
を
行
っ
た
。
英
語
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
社
会
を
実
際
に
体

験
し
た
。

　

２
月
15
日
〜
25
日
、
パ
リ
東
大
学
ク
レ

テ
イ
ユ
校
を
拠
点
に
し
て
、
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
研
修
（
フ
ラ
ン
ス
）
を
行
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
や
ヨ
ー
ロッ
パ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
学

び
、
視
野
を
広
げ
た
。

　

２
月
17
日
〜
24
日
、
建
陽
大
学
校
を

拠
点
に
し
て
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
（
韓

国
）
を
行
っ
た
。
日
韓
の
物
流
比
較
を

テ
ー
マ
に
、
両
国
の
港
や
空
港
を
訪
問
し

た
り
、
韓
国
の
企
業
の
見
学
を
通
し
て
、

物
流
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

［
国
際
人
文
学
部
］

　

３
月
１
日
〜
13
日
、国
際
交
流
研
修（
ハ

ン
ガ
リ
ー
）
を
行
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
各

協
定
校
の
学
生
と
交
流
や
現
地
の
見
学

を
通
し
て
、
同
国
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

［
観
光
学
部]

　

２
月
25
日
〜
３
月
25
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

短
期
留
学
を
行
っ
た
。
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト

バ
ン
大
学
を
拠
点
に
し
て
、
現
地
の
観
光

資
源
や
観
光
関
連
施
設
を
視
察
し
、
実

践
的
な
観
光
を
学
ん
だ
。

　

２
月
12
日
〜
４
月
２
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
研

修
を
行
っ
た
。
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ

ー
マ
ン
大
学
を
拠
点
に
し
て
、
英
語
で
集

中
講
義
を
受
講
し
、
語
学
力
の
向
上
や

観
光
産
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
。

第３回
合同大学祭

―あれもあった、
　これもある

ＪＩＵの
「動き」
ＪＩＵの
「動き」



〝
国
際
大
学
〟の
強
み
生
か
し

　
　
　
進
化
し
続
け
る
学
び
場

　
〝
国
際
大
学
〟
に
お
け
る
「
福
祉
」「
理
学
療
法
」
と
は
？　

こ
の
問
い
に
全
方
位
で

取
り
組
ん
で
き
た
城
西
国
際
大
学
の
福
祉
総
合
学
部
は
福
祉
総
合
学
科
、
理
学
療
法

学
科
の
２
学
科
か
ら
な
り
、
地
域
と
人
を
支
え
る
専
門
人
材
を
送
り
出
す
使
命
の
も
と
、

多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
本
年
４
月
に
は
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
を
開
設

し
た
。
数
々
の
強
み
を
生
か
し
進
化
し
続
け
る
学
び
場
の
い
ま
を
２
回
に
わ
た
っ
て
特
集
。

今
号
で
は
福
祉
総
合
学
科
を
紹
介
す
る
。
理
学
療
法
学
科
は
次
号
で
詳
報
す
る
。

福祉総合
学科

福祉総合
学科

特 

集  

福
祉
総
合
学
部

8

―あれもあった、
　これもある

ＪＩＵの
「動き」
ＪＩＵの
「動き」

　

日
本
法
政
学
会
の
第
１
３
０
回
総
会

と
研
究
会
が
６
月
22
、23
の
両
日
、紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。同
学
会
は
法
学
、政
治
学
と
そ
の
学

際
領
域
に
関
す
る
研
究
を
促
進
し
、会
員

相
互
の
学
術
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。今
回
は
事
務
局
長
で
あ
る

松
野
民
雄
・
城
西
大
学
現
代
政
策
学
部

教
授
が
開
催
校
幹
事
を
務
め
た
。

　

22
日
午
前
は
、外
山
公
美
・
同
学
会
理

事
長
が
開
会
挨
拶
。午
後
は
、児
童
虐
待

を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、現
代

政
策
学
部
と
の
共
催（
文
部
科
学
省
後

援
）で
開
か
れ
た
。「
児
童
虐
待
防
止
の
法

と
政
策
―
教
育
委
員
会
と
児
童
相
談
所

の
か
か
わ
り
方
を
念
頭
に
―
」の
タ
イ
ト
ル

で
進
め
ら
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、小

  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
児
童
虐
待
防
止
の
法
と
政
策
」も
同
時
開
催

野
元
之
理
事
長
特
別
補
佐
が「
教
育
委

員
会
の
改
革
に
つ
い
て
」と
の
テ
ー
マ
で
基

調
講
演
を
行
っ
た
。

　

小
野
先
生
は
、総
合
教
育
会
議
の
設
置

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
27
年
施
行
の

新
教
育
委
員
会
制
度
に
触
れ
、「
い
じ
め

や
児
童
虐
待
防
止
、不
登
校
対
策
な
ど
で

も
プ
ラ
ス
の
面
が
で
て
い
る
。教
育
委
員
会

の
活
性
化
が
教
育
行
政
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。子
ど
も
た
ち
が
今
、大
変
な
状
況
に

あ
る
中
で
、し
っ
か
り
と
教
育
委
員
会
が
新

し
い
改
正
を
生
か
し
て
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」と
強
調
。そ
の
後
、政
策
提

言
に
向
け
て
教
育
法
や
教
育
学
の
専
門

家
も
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

質
疑
応
答
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。

70

　

小
野
元
之
理
事
長
特
別
補
佐
、城
西

大
学
の
白
幡
晶
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
学

校
法
人
城
西
大
学
一
行
は
６
月
13
日
〜

17
日
の
日
程
で
、中
国
の
大
連
地
域
に
あ

る
提
携
校
を
訪
問
し
た
。

■ 

大
連
理
工
大
学

　

６
月
13
日
、大
連
理
工
大
学
を
訪
問

し
、張
吉
礼
副
院
長
ら
の
出
席
の
も
と「
向

坊
隆
記
念
」村
井
隆
奨
学
金
、水
田
三
喜

男
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、大
連
理
工

大
学
大
学
院
の
各
専
門
分
野
の
博
士
課

程
と
修
士
課
程
か
ら
特
に
選
ば
れ
た
20
名

に
小
野
理
事
長
特
別
補
佐
お
よ
び
村
井

隆
先
生
の
ご
長
男
で
あ
る
博
之
氏
か
ら
奨

学
金
が
贈
呈
さ
れ
た
。

■ 

東
北
財
経
大
学

　

同
13
日
午
後
、２
０
１
５
年
よ
り
交
流

し
て
い
る
東
北
財
経
大
学
を
訪

問
し
、趙
建
国
副
学
長
ら
と
会
見

し
た
。東
北
財
経
大
学
側
は
、張

語
辞
国
際
交
流
処
長
、王
迪
日

中
国・大
連
地
域
の
提
携
校
を
訪
問

本
担
当
係
長
ら
が
出
席
。東
北
財
経
大
学

は
、１
９
５
２
年
に
設
立
し
た
中
国
の
名
門

商
科
大
学
だ
。

　

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
、東
北
財
経
大
学

は「
大
学
院
レ
ベル
だ
け
で
は
な
く
、学
部
レ

ベ
ル
で
の
２
＋
２
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
」を
要
望
し

た
。新
設
す
る
予
定
の
日
本
語
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
は
日
本
語
学
習
経
験
の
あ

る
高
校
生
を
対
象
に
日
本
語
教
育
を
強

化
し
、城
西
大
学
や
城
西
国
際
大
学
に
送

り
た
い
と
提
案
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
の
夕
方
、東
北
財
経
大
学

で
日
中
連
携
大
学
院
の
中
国
側
教
員
と

本
学
教
員
、本
学
で
博
士
号
取
得
し
た
教

員
、現
在
研
究
中
の
教
員
が
集
ま
り
、研
究

の
現
状
報
告
と
博
士
号
取
得
し
て
か
ら
の

研
究
生
活
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。

■ 

大
連
外
国
語
大
学

　

翌
14
日
午
前
に
は
大
連
外
国
語
大
学

を
訪
問
し
、劉
宏
学
長
ら
と
の
面
談
に
参

加
し
た
。劉
宏
学
長
は
、10
年
来
の
交
流
を

高
く
評
価
し
、今
後
も
引
き
続
き
交
流
を

深
め
た
い
意
向
だ
っ
た
。

　

城
西
と
の
交
流
は「
学
生
交
流
以
外
に

も
、共
同
研
究
な
ど
学
術
交
流
を
ぜ
ひ
展

開
し
た
い
」と
述
べ
、日
中
欧
の
関
係
分
野

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
交
替
で
行
う
こ
と
な

ど
を
提
案
し
た
。 

中
国
は
、Ａ
Ｉ
＋
外
国
語

な
ど
、従
来
の
専
門
分
野
を
統
合
す
る
新

し
い
専
攻
分
野
の
設
置
な
ど
、新
し
い
動
き

が
現
れ
て
い
る
。両
大
学
も
、そ
れ
ぞ
れ
の

専
攻
を
横
断
す
る
よ
う
な
共
同
教
育
や

共
同
研
究
の
面
で
協
力
し
た
い
。

■ 

大
連
医
科
大
学

　

同
14
日
午
後
、大
連
医
科
大
学
を
初

訪
問
。同
大
学
は
、１
９
４
７
年
に
設
立

し
た
中
国
の
医
科
大
学
で
、３
つ
の
臨
床

学
院
の
ほ
か
に
、基
礎
医
学
院
、薬
学
院
、

口
腔
学
院（
歯
学
部
）、看
護
学
院
、公
衆

衛
生
学
院
、人
文
社
会
科
学
院
な
ど
計

20
の
学
部
を
有
し
、21
の
附
属
病
院
も
運

営
し
て
い
る
。学
生
数
は
約
１
３
０
０
０
人

（
学
部
生
約
８
０
０
０
人
、大
学
院
生
約

５
０
０
０
人
、留
学
生
約
１
０
０
０
人
）。

　

大
連
医
学
大
学
学
長
の
王
祖
申
先
生

の
意
向
で
、事
前
に
公
衆
衛
生
学
部
の
張

瑩
先
生（
国
際
医
療
福
祉
大
学
博
士
）よ

り
城
西
大
学
の
于
洋
先
生
に
可
能
な
交

流
に
つ
い
て
の
打
診
が
あ
っ
た
。大
連
医
科

大
学
は
日
本
の
大
学
と
の
交
流
を
展
開
・

拡
大
し
た
い
と
考
え
、城
西
大
学
と
城
西

国
際
大
学
と
の
共
通
分
野
で
あ
る
薬
学
、

看
護
、高
齢
者
介
護
な
ど
に
お
い
て
学
生

と
教
員
同
士
の
交
流
を
始
め
た
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。小
野
理
事
長
特
別
補
佐
と
白

幡
学
長
は
そ
れ
ぞ
れ
城
西
グ
ル
ー
プ
の
中

国
展
開
を
紹
介
し
、東
北
地
域
や
大
連
の

大
学（
特
に
中
国
医
科
大
学
、瀋
陽
薬
科

大
学
な
ど
の
医
薬
系
大
学
）と
の
交
流
の

実
際
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ
た
。双
方
、薬

学
、看
護
、高
齢
者
介
護
、公
衆
衛
生
な

ど
の
分
野
で
交
流
を
始
め
る
こ
と
に
合
意

し
た
。

■ 

大
連
理
工
大
学—

—

創
立　

周
年

　

６
月
15
日
〜
16
日
、大
連
理
工
大
学
創

立
70
周
年
を
記
念
し
て
の
世
界
大
学
学
長

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
小
野
元
之
理
事
な
ら
び
に

白
幡
晶
学
長
が
招
待
さ
れ
る
と
と
も
に
創

立
記
念
行
事
に
参
加
し
た
。

　

世
界
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、大
連

理
工
大
学
と
連
携
し
て
い
る
ア
ジ
ア
、ア
メ
リ

有
識
者
や

実
務
担
当

者
か
ら
「
世

界
貿
易
シ
ス

テ
ム
と
イ
ン

ド
太
平
洋
」

「
Ｖ
４
の
視

点
か
ら
見
た

世
界
貿
易
シ

ス
テ
ム
の
現
状
と
未
来
」「
変
動
す
る
地

政
学
環
境
に
お
け
る
貿
易
政
策
の
課
題
」

と
いっ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

カ
、ヨ
ー
ロッ
パ
の
約
70
大
学（
日
本
の
30
大

学
を
含
む
）の
代
表
者
が
参
加
し
、各
国
の

学
長
に
よ
る
人
材
教
育
、大
学
改
革
、産

学
交
流
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。午
後
は
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、事
前
に
選
ば
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、小
野
先
生
と

白
幡
先
生
は
大
学
改
革
の
テ
ー
マ
を
選
び
、

自
分
の
ビ
ジョン
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
は
海
外
来

賓
、卒
業
生
、大
学
関
係
者
を
含
め
て
、約

２
０
０
０
名
が
出
席
。世
界
か
ら
集
ま
っ
た

大
学
の
代
表
者
か
ら
事
例
紹
介
を
伺
い
、

様
々
な
大
学
の
運
営
の
実
際
に
触
れ
た
。

ン
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
来
場
者
か
ら

の
質
問
も
踏
ま
え
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

城
西
大
学
の
白
幡
晶
学
長
は
閉
会
挨

拶
で
、「
Ｖ
４
諸
国
と
日
本
が
、
民
主
主

義
、
法
の
支
配
、
人
権
、
自
由
、
自
由

貿
易
と
いっ
た
普
遍
的
な
価
値
観
を
共
有

し
て
お
り
、
会
議
開
催
に
協
力
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
Ｖ
４
諸
国
と
日
本
の
間
の
関
係

を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
貢
献
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
述
べ
た
。

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で

　
　
　
　

日
本
法
政
学
会
が
総
会

9



国
家
資
格
へ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

　
　
「
３
つ
の
専
門
コ
ー
ス
」
を
整
備

〝
知
恵
あ
る
専
門
家
〟育
成
の
た
め
の
２
学
科

福祉総合
学科

福祉総合
学科

　日本が「課題先進国」と言われてから久しい。世界に先駆
けるように少子高齢化が進む中、環境汚染・エネルギー確保・
大規模災害の多発・産業の空洞化・地方の過疎化などさまざ
まな課題を抱え、それをどう解決していくのか、を世界が注目
している。身近なところに目を向ければ、介護、保育、医療・格
差・貧困といった課題、問題がいくつも挙げられる。大学はそ
れを解決する力となる人材を育成する場である。城西国際大
学の福祉総合学部は、地域と人を支える中核プレーヤーとし
て、「知恵ある専門家」を送り出してきた――。

　

社
会
福
祉
、
子
ど
も
福
祉
、
福
祉
心

理
、
介
護
福
祉
な
ど
を
専
門
に
学
ぶ
。

そ
れ
ぞ
れ
取
得
す
べ
き
国
家
資
格
に
向
け

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
学
び
資
格
取
得
を
目
指
す
こ
と

で
、
各
分
野
で
活
躍
で
き
る
専
門
職
と
し

て
の
実
践
力
と
総
合
力
を
身
に
つ
け
る
。

「
国
際
大
学
」
だ
か
ら
で
き
る
多
種
多

様
な
海
外
留
学
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
福

祉
総
合
学
科
独
自
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
国
際
性
を
身
に
つ
け
た
専
門
職
を

養
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

薬
学
部
、
看
護
学
部
、
福
祉
総
合
学
部

理
学
療
法
学
科
と
の
専
門
職
連
携
教
育

（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）
に
よ
っ
て
、
地
域
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
他
の
職
種
を
目
指
す

学
生
た
ち
と
、
異
な
る
立
場
同
士
で
様
々

な
考
え
や
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
解
決

の
道
を
探
る
。

　

卒
業
生
は
、
地
域
に
住
む
人
達
が
幸

せ
に
不
自
由
な
く
生
活
を
営
む
上
で
、

様
々
な
種
類
の
福
祉
機
関
や
施
設
、
多

く
の
専
門
職
と
連
携
し
な
が
ら
支
え
て
い

る
。
福
祉
の
専
門
職
は
、
病
院
な
ど
で

も
医
療
の
専
門
職
と
連
携
し
な
が
ら
活
躍

し
て
い
る
。

　

昨
年
春
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
コ
ー

ス
と
福
祉
心
理
コ
ー
ス
を
統
合
し
、
新
し

く
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ス
が
設
立
さ

　

ス
ポ
ー
ツ
医
療
を
含
む
医
療
全
般
の
高

度
先
進
化
が
進
む
中
、
新
し
い
医
療
に
取

り
組
め
る
理
学
療
法
士
を
育
て
る
た
め
に
、

Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
２
０
１
６
年
春
、
福
祉
総
合
学

部
に
理
学
療
法
学
科
（
学
科
長
・
谷
内

れ
た
。
こ
れ
で
１
年
次
か
ら
選
ぶ
「
３
つ

の
専
門
コ
ー
ス
」
が
整
備
さ
れ
、
学
び
や

す
く
な
っ
た
。

「
子
ど
も
福
祉
」
コ
ー
ス

　

保
育
や
幼
児
教
育
だ
け
で
な
く
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
視
点
を
持
っ
た
保
育
者
・

援
助
者
を
育
て
て
い
る
。
音
楽
や
造
形
、

運
動
と
い
っ
た
表
現
活
動
な
ど
、
現
場
で

活
か
せ
る
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
、
充
実
し

た
施
設
・
設
備
で
身
に
つ
け
る
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
コ
ー
ス

　

福
祉
に
つ
い
て
の
理
論
と
実
践
に
役
立

つ
相
談
援
助
の
ス
キ
ル
を
、
講
義
、
演
習
、

実
習
を
互
い
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
身
に
つ

け
て
い
く
。
社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健

福
祉
士
の
国
家
資
格
に
求
め
ら
れ
る
知

識
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
心
理
療
法
の
実
際
に
つ
い
て
も

学
ぶ
。

「
介
護
福
祉
」
コ
ー
ス

　

介
護
福
祉
士
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
役
を

担
う
指
導
者
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
千
葉
県
内
の
多
く
の
障
害

者
福
祉
施
設
や
高
齢
者
福
祉
施
設
の
協

力
を
得
て
お
り
、
介
護
実
習
に
お
い
て
大

学
で
の
講
義
や
演
習
を
通
し
て
学
ん
だ
知

識
・
技
術
を
、
実
践
的
に
習
得
し
て
い
く
。
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　２０１９年４月、東金キャンパス内に、福祉総合学部
福祉総合学科子ども福祉コース主催の子育て支援ルー
ム「くじらキッズ」が開設された。
　開設場所はＤ棟１階教室。近隣の子育て親子が自由
に遊び、学んでいる。保育分野に進もうという学生も手
伝い、子どもたちは、遊戯類、絵本などに
親しみ、楽しそうだった。また、５月24日には、

「くじらキッズ」で子ども福祉コースの倉
く ら

田
た

新
あらた

教授による子育て講座「子育てを楽しむ
３つの法則」が開かれた。０～３歳の子ど
もを持つ父母らが熱心に聞いていた。

（別項「研究者に訊く」も参照）

―
―
自
由
に
遊
び
、と
も
に
学
ぶ
―
―

 

子
育
て
支
援
ル
ー
ム

「
く
じ
ら
キ
ッ
ズ
」

福
祉

総
合

学  

科

幸
喜
教
授
）
を
設
置
し
た
。

　

地
域
福
祉
の
知
識
・
技
術
を
持
っ
て
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
て
、
医
療
・
福
祉
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

（
●
次
号
で
詳
報
）

理
学

療
法

学  

科

総
合
大
学
の
強
み
生
か
し

　
　

医
療
・
福
祉
人
材
を
育
成

―
―
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
福
祉
総
合
学
科
が
、
昨

年
、
３
つ
の
コ
ー
ス
に
な
り
、
学
習
・
研

究
体
制
が
整
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

専
門
学
校
や
他
の
大
学
と
の
違
い
は
何

で
す
か
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
よ
う
に
4
年
制
の
大
学
で
す

と
、
福
祉
を
学
ぶ
の
に
も
余
裕
が
あ
る
。

国
家
資
格
に
向
け
た
科
目
以
外
に
、
社

会
学
、
心
理
学
、
文
化
人
類
学
な
ど
「
人

間
理
解
」「
社
会
理
解
」
に
通
じ
る
幅

広
い
学
習
が
で
き
ま
す
。
実
践
的
な
「
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
で
す
。
専
門
学
校
に
行

け
ば
、
資
格
を
取
れ
る
よ
う
に
な
る
け
れ

ど
、
こ
う
し
た
点
が
な
か
な
か
カ
バ
ー
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
特
色
は
東
金
に
各

学
部
が
同
一キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
総
合
大
学

で
あ
る
こ
と
。
他
大
学
の
多
く
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
が
学
部
ご
と
に
分
か
れ
、
単
科
大

学
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｉ

Ｕ
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
福
祉
総
合
学

部
と
と
も
に
薬
学
部
、
看
護
学
部
が
あ
る

の
が
強
み
で
す
。
３
学
部
が
連
携
し
て
専

門
職
連
携
教
育
や
地
域
貢
献
な
ど
様
々

な
面
で
総
合
大
学
の
強
み
を
発
揮
で
き
ま

す
。

―
―
日
本
の
社
会
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
働
く
場
も
「
も
の
つ

く
り
」
や
「
情
報
関
連
」
も
依
然
と

し
て
大
切
な
職
場
で
す
が
、
少
子
高
齢

化
の
中
で
「
ケ
ア
労
働
」
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
育
児
・
介
護
・
看

護
な
ど
の
仕
事
で
す
。
こ
の
分
野
の
仕

事
に
対
す
る
需
要
は
増
え
、
そ
れ
を
支

え
る
人
材
の
育
成
、
適
材
適
所
の
配
置

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
い

ま
の
日
本
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
い
ま
日
本
の
社
会
に
欠
け
て
い
る
の
は「
サ

ポ
ー
タ
ー
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
」
で
す
。

例
え
ば
、
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
は

外
部
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
足
り
ず
孤
立
化

し
て
い
る
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

起
き
ま
す
。
福
祉
関
連
施
設
で
も
同
様

で
す
。
せ
っ
か
く
福
祉
職
に
就
い
た
の
に

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
が
足
り
ず
、

給
料
な
ど
の
待
遇
が
悪
い
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
本
来
の
仕
事
で
あ

る
支
援
さ
え
十
分
に
出
来
な
い
状
況
が
散

見
さ
れ
ま
す
。「
サ
ポ
ー
タ
ー
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
」
が
社
会
全
体
に
欠
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

―
―
先
生
が
ご
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
介

護
士
ら
「
ケ
ア
労
働
」
を
す
る
方
が
不

足
し
て
い
る
の
に
待
遇
の
悪
さ
を
は
じ

め
職
場
環
境
の
未
整
備
な
ど
の
問
題
、

さ
ら
に
児
童
虐
待
と
い
っ
た
深
刻
な
社

会
問
題
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
は
、
福
祉
人
材
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
社
会
に
向
け
、
そ
う
し
た
問
題

に
取
り
組
む
「
知
恵
」
を
出
す
と
こ
ろ

　少子高齢化の中で「人
をケアする労働」―― 育
児・介護・看護の仕事がま
すます脚光を浴びている。
ＪＩＵの福祉人材育成など
について井上学部長にイン
タビューした。

福
祉
総
合
学
部 

学
部
長　

井
上 
敏
昭 

教
授

卒業生は大学の宝
学部長インタビュー

福祉総合学部
特 集  

「福祉」は実践的なリベラルアーツ

だ
、
と
思
い
ま
す
が
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
福
祉
総
合
学
科
は
、
高
度

な
教
育
を
通
し
福
祉
の
現
場
で
、
中
核

的
な
存
在
と
し
て
働
け
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が
大
学
で
学

ん
だ
知
識
や
理
念
で
職
場
を
リ
ー
ド
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の

卒
業
生
が
入
っ
た
お
か
げ
で
施
設
が
変
わ
っ

た
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
時
代
よ
り
も
、
人
に
手

を
さ
し
の
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
若
者
は
今

の
ほ
う
が
多
い
。
中
学
や
高
校
で
の
総
合

学
習
の
一
環
で
、
高
齢
者
施
設
や
障
害

者
施
設
な
ど
に
行
って
（
ケ
ア
労
働
を
）
体

験
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
平
成
の
時
代
は
、

災
害
が
多
か
っ
た
。
現
場
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
出
る
若
い
人
が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ

な
の
に
「
人
助
け
し
た
い
」
と
い
う
、
こ

う
い
う
志
を
社
会
が
つ
ぶ
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。一
部
の
現
場
で
は
、
待
遇
・

職
場
環
境
の
悪
さ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
、
悪
い
ニュ
ー
ス
に
な
る
。
ま
す

ま
す
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な
り
、
福
祉
・
介

護
の
現
場
で
の
仕
事
が
敬
遠
さ
れ
る
。
優

秀
な
人
材
が
不
足
す
る
―
―
と
い
う
悪

循
環
で
す
。

―
―
そ
れ
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
福
祉

分
野
で
の
学
び
を
目
指
す
若
い
人
た
ち

に
、
学
び
の
実
態
、
将
来
性
な
ど
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、と
思
い
ま
す
が
。

　

福
祉
総
合
学
部
で
は
昨
年
か
ら
「
高

大
職
連
携
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
福
祉
専
門
職
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

福祉総合
学
部
と
は
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研
究
者
に
訊
く

12

―
―
福
祉
総
合
学
科
に
新
し
い

コ
ー
ス
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
社
会
福
祉
コ
ー
ス
と
福

祉
心
理
コ
ー
ス
を
統
合
し
、
新

し
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ス
が
誕
生
し
、
３
つ
の
コ
ー
ス

に
な
り
ま
す
。
こ
の
学
習
・
研

究
体
制
の
狙
い
、
目
的
は
？

　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、

社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
よ
り
、

社
会
保
障
、
社
会
政
策
、
教
育
、

公
衆
衛
生
な
ど
人
々
に
と
っ
て
生

活
上
必
要
な
社
会
的
施
策
を
広

く
包
含
し
た
概
念
で
す
。
昨
年

４
月
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
、
両

コ
ー
ス
を
統
合
す
る
こ
と
で
広
く

―
―
今
年
4
月
に
子
育
て
支
援

ル
ー
ム「
く
じ
ら
キ
ッ
ズ
」が
東

金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
内
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。子
育
て
親
子

が
自
由
に
遊
び
、学
び
、交
流
し

て
い
ま
す
。将
来
、保
育
分
野
に

進
も
う
と
い
う
学
生
に
と
っ
て

も
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

「
く
じ
ら
キ
ッ
ズ
」
開
設
の
意

義
は
？

　

い
ま
ま
で
４
年
生
の
秋
期
授
業

の
「
保
育
・
教
職
実
践
演
習
」

の
一
環
と
し
て
「
親
子
ふ
れ
合
い

活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ご

参
加
の
地
域
の
方
々
か
ら「
常
時
、

開
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご
要
望

を
い
た
だ
き
、
大
学
が
で
き
る
地

域
貢
献
で
も
あ
る
と
考
え
、「
く

じ
ら
キ
ッ
ズ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

学
生
は
４
年
生
８
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
に
と
っ

て
も
規
定
の
保
育
実
習
に
加
え
、

地
域
の
子
育
て
家
庭
と
直
接
か

か
わ
る
実
践
的
な
学
び
と
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
教
室
で
の
学
び
の
意

味
を
理
解
で
き
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
秋
学
期
に
は
、
学
生
が

考
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
「
触

れ
合
い
活
動
」
も
毎
月
展
開
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
に
関
わ
る
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
共
に
、
学
生
に
わ
か

り
や
す
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
を
提
示
す

る
た
め
で
す
。
学
生
は
、
幅
広
く
学
び
、

社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の
２

つ
の
国
家
資
格
取
得
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

―
―
堀
先
生
の
担
当
科
目
は
、
女
性
福

祉
論
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
Ⅰ
、
精

神
保
健
福
祉
援
助
技
術
総
論
、
専
門
領

域
は
社
会
福
祉
学
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

な
か
で
も
女
性
福
祉
論
に
つ
い
て
の
ご

研
究
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

　

女
性
の
生
活
困
難
に
は
、
男
性
と
は

異
な
る
、
複
合
的
な
要
因
の
ケ
ー
ス
が
目

立
ち
ま
す
。例
え
ば
、Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィック・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
夫
婦
間
暴
力
）
に
遭
い
、

命
か
ら
が
ら
逃
げ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
って
、

仕
事
の
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
が
生
じ
た
り
す
る

こ
と
も
多
く
、
経
済
的
困
窮
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
女
性
の
生
活
困
難

の
場
合
、
複
合
的
な
要
因
が
か
ら
ん
で
い

る
の
で
す
。し
か
し
、女
性
の
生
活
困
難
は
、

支
援
す
べ
き
制
度
・
施
策
が
少
な
く
「
制

度
の
は
ざ
ま
に
置
か
れ
て
い
る
」
の
で
す
。

「
女
性
福
祉
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
女

性
の
生
活
困
難
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
研

究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
―
学
生
・
大
学
院
時
代
は
ど
ん
な
研

究
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
か
。
福
祉

分
野
に
入
ら
れ
る
き
っ
か
け
は
何
で
し

た
か
。

　

大
学
３
年
の
時
に
、
２
週
間
、「
婦
人

相
談
所
」
に
実
習
に
行
き
ま
し
た
。
厚

生
省
（
現
厚
労
省
）
の
所
管
で
各
県
に

1
か
所
ず
つ
あ
り
ま
す
。
10
代
か
ら
80
代

ま
で
の
女
性
が一
時
保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
方
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
予
備

軍
の
よ
う
な
方
も
保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
大
学
で
「
福
祉
の
仕
組
み
」

を
学
ん
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
実
習

で
授
業
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
女
性
た

ち
の
状
況
、女
性
福
祉
の
必
要
性
が
わ
かっ

て
き
ま
し
た
。
福
祉
分
野
に
進
も
う
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
近
年
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
事
案
（
ニ
ュ
ー

ス
）
が
目
に
つ
き
ま
す
。
過
去
と
比
べ
、

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
。

我
が
国
の
犯
罪
被
害
者
支
援
対
策
は
十

分
な
も
の
で
す
か
。

　

報
告
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
は
、
年
間
約
10
万

件
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
約

２
０
０
か
所
あ
る
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
集
計
で
す
。
２
０
０
１
年
の

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
制
定

に
よ
り
、
徐
々
に
表
面
化
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
氷
山
の
一
角
で
す
。
一
方
、

公
営
シ
ェル
タ
ー
な
ど
で
の一
時
保
護
者
は

少
な
く
な
って
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、

障
害
を
持
つ
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
い
て
も
施
設

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
整
っ
て
お
ら
ず
保
護
で

き
な
い
、な
ど
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

保
護
施
設
は
、
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、

保
護
さ
れ
た
方
も
、
外
部
と
の
連
絡
手

段
と
な
る
ス
マ
ホ
、
携
帯
電
話
の
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
を
手
離
せ
な
い

方
は
、
保
護
施
設
に
入
ら
ず
に
、
Ｄ
Ｖ
か

ら
逃
れ
る
た
め
、
友
人
宅
な
ど
を
転
々
と

し
て
身
を
隠
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

現
在
、
Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
等
を
保
護
す

る
制
度
・
施
策
と
し
て
「
婦
人
保
護
事

業
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
31
年

（
１
９
５
６
年
）
に
成
立
し
た
「
売
春
防

止
法
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
売
春
女
性

を
「
保
護
更
生
」
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
理
念
や
、
現

在
の
利
用
女
性
・
支
援
の
実
態
と
は
非
常

に
乖
離
し
て
い
ま
す
。
多
様
で
複
合
的
な

困
難
を
抱
え
た
女
性
を
広
く
保
護
す
る

に
は
、
新
た
な
法
律
・
支
援
の
仕
組
み
を

つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
、
厚
労

省
で
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
の

支
援
に
関
す
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
座
長
を
し
て
い
ま
す
が
、
な

ん
と
か
新
た
な
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
―
先
生
は
、
学
生
へ
「
社
会
福
祉
の

知
識
，
技
術
と
と
も
に
倫
理
に
つ
い
て

も
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
，
自
ら

学
び
、
考
え
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る

人
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。
「
倫
理
に
つ
い
て

も
」
と
い
う
表
現
に
は
、ど
う
い
う
意
味
・

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

社
会
福
祉
で
は「
福
祉
の
価
値
と
倫
理
」

が
基
盤
で
す
。
そ
の
う
え
に
「
知
識
と
技

術
」
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現

場
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
当
事
者

や
家
族
が
書
い
た
書
籍
を
読
ん
だ
り
、
多

様
な
経
験
を
積
み
な
が
ら「
価
値
と
倫
理
」

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　社会の複雑化、多層化を反映して、福
祉総合学部福祉総合学科が扱う研究・学
習テーマは、幅広く、奥行きが深い。今回、
福祉総合学科の堀千鶴子教授、広瀬美
和准教授の「研究の現場」を訪ねた。

堀 

千
鶴
子 

教
授

広
瀬 

美
和 

准
教
授

「くじらキッズ」に期待――〝小さな葛藤と問題解決〟が重要

多様な経験積みながら「価値と倫理」を学ぶ

1999.4 	 経営情報学部福祉環境
	 情報学科講師
2004.4	 改組により福祉総合学部
	 福祉経営学科講師
2005.10	 福祉総合学部福祉経営
	 学科助教授
2007.4 	 改組により福祉総合学部
	 福祉総合学科准教授
2014.4 	 福祉総合学部福祉総合
	 学科副学部長
2014.12	 福祉総合学部福祉総合
	 学科教授

［略歴］

早稲田大学・人間科
学部に学士編入し、
発達心理学を学ん
だ後、同大学院人間
科学研究科に進み、
２００９年に博士号を
取得。２０１２年４月、
城西国際大学・福祉
総合学部の准教授
に。東金市子ども子
育て会議の会長を務
める。

［略歴］

―
―
「
く
じ
ら
キ
ッ
ズ
」
で
は
、
保
育

の
専
門
家
が
寄
り
添
う
わ
け
で
す
か
ら
、

喜
ん
で
参
加
す
る
子
育
て
親
子
が
多
い

の
で
は
？

　

精
選
し
た
絵
本
、
遊
具
類
な
ど
が
置
い

て
あ
り
ま
す
。
手
で
触
れ
て
反
応
の
あ
る

絵
本
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
し
、
絵
本
は

文
字
や
物
語
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
色

や
形
、
読
ん
で
も
ら
う
声
や
音
を
楽
し
む

こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。
親
し
い
大
人
が

自
分
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
て
く
れ
る
こ

と
で
関
係
づ
く
り
に
も
役
立
ち
、
言
葉
の

獲
得
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
関
心
を
も
っ
て
自
ら
働

き
か
け
る
よ
う
な
遊
具
が
あ
る
の
で
、
指

先
を
よ
く
動
か
し
、
探
索
活
動
も
活
発
に

な
り
ま
す
。
ま
た
遊
具
を
介
し
て
他
の
子

ど
も
た
ち
と
も
関
わ
り
ま
す
。「
く
じ
ら
キッ

ズ
」
の
お
友
達
の
動
き
に
刺
激
を
受
け
、

動
き
が
活
発
に
な
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

３
歳
未
満
の
子
ど
も
で
も
他
の
子
ど
も
た

ち
の
存
在
は
発
達
に
と
っ
て
重
要
な
刺
激

と
な
り
ま
す
。
こ
こ
は「
全
身
が
動
か
せ
る
」

よ
う
に
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
安
全

面
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
20
組
程

度
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
。

―
―
５
月
24
日
に
は
、「
く
じ
ら
キ
ッ
ズ
」

で
本
学
の
倉
田
新
教
授
に
よ
る
子
育
て

講
座
「
子
育
て
を
楽
し
む
３
つ
の
法
則
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

倉
田
先
生
は
、
大
学
教
員
に
な
る
前

は
長
い
こ
と
保
育
園
の
保
育
士
、
園
長
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
日
本
の
四
年
制
大
学

で
男
性
も
保
育
士
を
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
第
一
号
の
男
性
保
育
士
で
す
。

先
生
は
、
そ
う
し
た
豊
富
な
現
場
経
験
か

ら
講
演
で「
魔
の
二
歳
児
」と
い
わ
れ
る「
第

一
反
抗
期
」
の
時
期
を
乗
り
切
る
コ
ツ
、

考
え
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。
お
子
様
と一

緒
に
受
け
ら
れ
る
講
座
な
の
で
、
今
後
も

多
く
の
子
育
て
親
子
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

―
―
こ
う
し
た
地
域
の
子
育
て
支
援
し

て
い
る
ケ
ー
ス
は
他
大
学
に
見
ら
れ
ま

す
か
。

　
「
大
学
の
地
域
貢
献
」
が
叫
ば
れ
、
子

育
て
支
援
を
す
る
大
学
は
増
え
て
い
ま
す

が
、
郊
外
で
「
く
じ
ら
キ
ッ
ズ
」
ほ
ど
の

規
模
で
や
っ
て
い
る
大
学
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。
都
会
の
方
が
、
か
え
っ
て
こ
う
し

た
施
設
や
子
ど
も
が
学
ん
だ
り
、
遊
ん
だ

り
す
る
場
所
・
機
会
が
近
く
に
あ
り
、

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
方
都
市
の
場
合
、

そ
こ
ま
で
行
く
の
に
車
が
必
要
、
と
いっ
た

ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
が
あ
り
ま
す
。
就
園

前
の
０
～
３
歳
の
子
育
て
親
子
が
、
自
宅

で
過
ご
す
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。「
く

じ
ら
キ
ッ
ズ
」
に
来
て
、
多
く
の
子
育
て

親
子
ら
と
交
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
月
１

回
で
も
、子
ど
も
の
成
長
が
違
って
き
ま
す
。

―
―
先
生
は
、
発
達
行
動
学
・
発
達
心

理
学
・
幼
児
教
育
学
が
専
門
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
「
子
ど
も
の
社
会
的
葛
藤

解
決
行
動
の
発
達
的
研
究
」
と
い
う
論

文
も
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
専
門
分
野

に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
「
葛
藤
解
決
」
を
研
究
し
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
、
友
達
と
社
会
的

葛
藤
、
つ
ま
り
ケ
ン
カ
と
い
う
問
題
を
抱

え
た
時
に
ど
う
や
って
仲
直
り
し
解
決
す
る

か
、
と
い
う
研
究
で
す
。
集
団
生
活
を
し

て
い
る
幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
の
葛
藤
解

決
は
、
当
事
者
間
の
双
方
向
の
や
り
と
り

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
仲
間
が
か
か
わ
り
、

時
に
大
人
の
存
在
を
利
用
し
た
り
と
、
多

方
向
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
や
り
と
り
で
す
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
で
幼
児
が
集
団
生

活
を
す
る
時
期
は
、
社
会
的
な
学
習
の
重

要
な
機
会
で
す
。
仲
間
の
特
性
を
理
解
し

始
め
、
仲
間
と
の
関
係
の
意
味
が
分
か
り
、

「
あ
す
以
降
も
続
く
仲
間
関
係
」
と
い
う

認
識
で
互
い
に
仲
直
り
、
問
題
解
決
の
機

会
を
探
し
ま
す
。
ま
だ
仲
間
関
係
が
固
定

化
し
て
い
な
い
の
で
、
ケ
ン
カ
な
ど
、
ト
ラ
ブ

ル
を
通
し
て
解
決
の
経
験
を
積
み
、
社
会

化
と
い
う
人
間
の
発
達
に
と
って
大
切
な
学

習
を
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
で
す
。「
く
じ
ら
キッ

ズ
」
で
も
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
な

り
の
周
囲
と
の
か
か
わ
り
方
が
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
様
々
な
問
題
解
決
の
経
験
を
積
み
に

き
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
先
生
は
学
生
に
向
け
「
思
い
切
り

挑
戦
し
て
、
必
死
で
葛
藤
し
て
、
全
身

で
楽
し
ん
で
、
た
く
さ
ん
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
、強
い
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
１
回
失
敗
す
る
と
お
し
ま
い
」
と
落

ち
込
む
学
生
が
目
立
ち
ま
す
。
何
か
に

挑
戦
し
、
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
や
葛
藤
を
多

く
経
験
し
、
辛
い
と
思
い
な
が
ら
解
決
し
、

乗
り
越
え
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
問
題
解
決
を
通
し
て
、

「
人
間
と
し
て
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
」
が
分
か
り
、

自
分
自
身
の
身
も
守
れ
る
セ
ン
ス
が
育
つ

と
期
待
で
き
る
の
で
、
小
さ
な
葛
藤
と
問

題
解
決
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
を
高
校
と
本
学
、
福
祉
の
職
場
が

共
有
し
、
そ
れ
を
志
す
若
者
た
ち
に
き
ち

ん
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
と
共
に
、
協

力
し
合
っ
て
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
い

う
試
み
で
す
。
高
校
で
基
礎
力
を
身
に
つ

け
、
大
学
で
専
門
知
識
・
技
術
を
学
ん

で
国
家
資
格
を
取
得
し
、
待
遇
も
良
く

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
も
支
援
し
て
く
れ
る
職
場

に
就
職
し
て
い
く
。
卒
業
後
も
３
者
が
協

力
し
て
支
え
て
い
き
ま
す
。「
高
」
と
「
職
」

の
真
ん
中
に
い
る
大
学
は
こ
の
中
核
と
な

る
べ
き
で
す
。

―
―
「
海
外
留
学
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
福
祉
総
合
学
科
独
自
の
海
外
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
国
際
性
を
身
に
つ
け
た

専
門
職
を
養
う
」
が
特
徴
で
す
が
、
具

体
的
に
は
ど
う
い
う
人
材
の
育
成
で
す
か
。

　

日
本
国
内
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す

ま
す
進
ん
で
い
ま
す
。
外
国
の
方
も
増
え
、

多
様
化
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
の

専
門
家
は
、そ
れ
に
伴
い
、
多
様
な
言
葉
・

価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
向
き
合

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バル
化
し
た

国
内
状
況
で
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
研
修
で
は
、
地
域
福
祉
が
進
ん
で

い
る
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
あ
る
提
携

大
学
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
リ
バ
ー
サ
イ

ド
校
に
行
き
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
虐
待

対
策
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。
役
所
と
警

察
が一
体
と
な
っ
て
24
時
間
体
制
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
多
様
な
文
化
背
景

を
持
っ
た
人
々
が
共
存
し
て
い
く
実
践
例

を
学
ん
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ー
ク
レ
ー
で
は
「
世
界
の
障

害
者
福
祉
を
変
え
た
」
と
言
わ
れ
る
「
自

立
セ
ン
タ
ー
」（
Ｃ
Ｉ
Ｌ
）
の
本
部
で
研
修

研究者に
訊く

福祉総合
学科

福祉総合
学科

を
行
い
ま
す
。
こ
こ
は
重
度
障
害
者
が
設

立
し
た
も
の
で
、
学
生
は
「
自
立
と
は
な

に
か
」
を
考
え
ま
す
。
学
生
10
人
程
度

の
10
日
間
の
海
外
研
修
で
す
。

―
―
前
身
の
福
祉
文
化
学
科
か
ら
考
え

る
と
卒
業
生
が
多
く
巣
立
っ
て
活
躍
し

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

先
日
も
専
門
職
連
携
教
育
で
本
学
科

の
卒
業
生
が
講
演
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
は
就
職
活
動
の
た
だ
中
で
す
が
、

卒
業
生
は
率
先
し
て
在
校
生
の
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
福
祉
現

場
で
働
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
後

輩
や
大
学
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
卒

業
生
は
大
学
の
宝
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
、
彼
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
ま
た
学
科
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
で
文
化
人

類
学
を
修
め
、１
９
９
４
年
、城
西
国
際
大

学
の
助
手
に
。

  

98・４	

国
際
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー

	

専
任
講
師

  

99・４	

経
営
情
報
学
部
福
祉
環
境
情
報

	

学
科
講
師

　
２
０
０
４・４

	

改
組
に
よ
り
福
祉
総
合
学
部

	

福
祉
経
営
学
科
講
師

  

05・10	

福
祉
総
合
学
部
福
祉
経
営
学
科

	

助
教
授

  

07・４	

改
組
に
よ
り
福
祉
総
合
学
部

	

福
祉
総
合
学
科
准
教
授

  

14・12	

福
祉
総
合
学
部
福
祉
総
合
学
科

	

教
授

  

16・４	

福
祉
総
合
学
部
福
祉
総
合
学
科

	

学
部
長

　

こ
の
間
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
の
レ

ジ
デ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
学
生
部
長
な

ど
を
歴
任
。現
在
、八
街
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会
の
顧
問
も
務
め
る
。

［略歴］

福祉総合学部特 集  
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創
立
者・水
田
三
喜
男
の
伝
記

　
　

　

戦
後
の
混
乱

期
に
経
済
復
興

と
成
長
に
精
力

を
傾
け
た
元
大

蔵
大
臣
・
水
田
三
喜
男
の
評
伝
『
水
田
三

喜
男
伝　

寒
椿
』（
２
７
０
０
円
）
＝
写
真

㊨
＝
が
、
学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
か

ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
元
毎
日

新
聞
政
治
部
記
者
で
最
後
の
水
田
番
記

者
だ
っ
た
。
本
書
は
、「
人
間
・
水
田
三
喜

男
」「
政
治
家
・
水
田
三
喜
男
」「
財
政
通
・

水
田
三
喜
男
」「
教
育
者
・
水
田
三
喜
男
」

の
４
部
か
ら
成
り
、
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
、
人
の

悪
口
を
言
わ
な
い
、そ
ん
な
稀
有
な
政
治
家・

水
田
の
素
顔
を
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　

大
蔵
大
臣
と
党
政
調
会
長
を
各
７
回

務
め
、「
財
政
の
水
田
」
と
し
て
名
を
馳
せ

水
田
三
喜
男
の
足
跡
を
辿
る

た
水
田
が
、
政
治
家
を
目
指
す
原
点
は
敗

戦
だ
っ
た
と
い
う
。「
無
謀
な
戦
争
で
国
土

が
荒
廃
し
、
人
材
が
失
わ
れ
、
国
民
の
気

力
が
な
え
て
い
る
の
を
見
て『
こ
れ
は
い
か
ん
』

と
日
本
の
再
建
を
真
剣
に
考
え
た
」
の
だ
。

　

１
９
７
１
年
のニク
ソ
ン
・
ショッ
ク
か
ら
変

動
相
場
制
への
移
行
と
い
う
通
貨
戦
争
は
、

最
後
の
蔵
相
と
し
て
迎
え
た
。
虚
々
実
々

の
駆
け
引
き
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
く
だ
り

は
、
息
を
つ
か
せ
な
い
。
国
内
の
非
難
に
耐

え
て
、
水
田
は
〝
憎
ま
れ
役
〟
の
蔵
相
を

誠
心
誠
意
務
め
上
げ
た
。

　

教
育
者
と
し
て
の
水
田
は
、
今
年
創
立

50
周
年
を
迎
え
た
城
西
大
学
の
創
立
者
と

し
て
知
ら
れ
る
。
千
葉
県
房
総
半
島
の
村

に
生
ま
れ
、
関
東
大
震
災
後
、
旧
制
高
校

に
入
る
前
に
一
時
、
地
元
の
小
学
校
で
代

用
教
員
を
し
た
こ
と
が
教
育
に
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
だ
っ
た
。こ
ん
な
言
葉
を
残
し

て
い
る
。「
政
治
家
と
し
て
の
水
田
は
、
い

ず
れ
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
忘
れ
去
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
水
田
は
政
治
家
で
あ
る
以
上
に
立

派
な
教
育
者
で
あ
り
た
い
」

　
「
水
田
は
比
類
な
き
勉
強
家
で
あ
り
、
ま

れ
に
見
る
清
廉
な
政
治
家
だっ
た
。
そ
し
て

政
治
に
正
義
と
共
通
善
を
求
め
る
、
求
道

家
で
も
あ
っ
た
」
と
、
筆
者
は
書
い
て
い
る
。

国
内
外
の
経
済
状
況
は
先
行
き
不
透
明
だ
。

政
治
家
の
劣
化
も
言
わ
れ
る
昨
今
、
水
田

は
今
の
日
本
を
ど
う
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　

 

旧
水
田
家
住
宅

　

旧
水
田
家
住
宅
は
、
創
立
者
の
水
田
三

喜
男
先
生
の
生
家
で
あ
り
、
母
屋
、
長
屋

門
は
、
そ
の
生
誕
か
ら
安
房
中
学
校
進
学

ま
で
の
成
長
を
見
守
って
き
た
建
物
だ
＝
写

真
㊦
。

　

旧
水
田
家
が
存
す
る
旧
曽
呂
村
（
鴨

川
市
）
は
、
嶺
岡
山
脈
の
南
麓
を
東
か
ら

西
へ
通
じ
る
道
を
中
心
と
し
た
山
村
で
あ

り
、
嶺
岡
山
は
、
わ
が

国
酪
農
の
発
祥
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

母
屋
、
長
屋
門
は
、

百
数
十
年
以
上
経
て

居
り
、
貴
重
な
文
化

財
と
し
て
、
文
化
庁
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。｢

学
問
を
通
じ
て
の
人

間
形
成
」
は
建
学
の
理
念
と
なっ
た
。
そ
の

母
胎
こ
そ
、ま
さ
に
、こ
の
家
屋
な
の
で
あ
る
。

　

生
家
付
近
に
は
外
房
と
内
房
を
結
ぶ
嶺

岡
林
道
が
走
り
、水
田
先
生
は
林
道
保
全

と
郷
土
の
活
性
化
を
願
い
、５
０
０
本
の
桜

を
植
栽
し
た
。
そ
の
桜
は「
水
田
桜
」と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

城西国際大学の歩み

と 蕗

う の

創
立
者

1905年
1912 年
1924 年

1931 年

1946 年

1955 年
1956 年
1957 年
1960 年

1960 年
1965 年
1965 年
1966 年
1967 年
1970 年
1971 年

1972 年

1976 年

4 月
4 月
3 月

3 月

4 月

11 月
12 月
2 月
7 月

12 月
1 月
4 月

12 月
2 月
3 月
7 月

1 月

4 月
12 月

千葉県安房郡曽呂村に出生
曽呂村尋常小学校入学
千葉県立安房中学校卒業

旧制水戸高等学校を経て京都帝国大学
法学部卒業

第 22 回衆議院選挙で自由党から出馬、
初当選

自由民主党結成、初代政調会長
石橋内閣、通産大臣
岸内閣、通産大臣
第 1 次池田内閣、大蔵大臣

第 2 次池田内閣、大蔵大臣
城西大学創立、初代理事長
城西大学開学式、初代学長（理事長兼務）
第 1 次佐藤内閣、大蔵大臣
第 2 次佐藤内閣、大蔵大臣
自民党政調会長
第 3 次佐藤内閣、大蔵大臣

日米首脳会議（佐藤栄作首相、水田三
喜男蔵相、福田赳夫外相、田中角栄通産相）

勲一等旭日大綬賞叙勲
病気にて急逝、享年 71 歳

水田三喜男 年表

1965年	 学校法人城西大学設立認可

1992年	 城西国際大学開学
	 経営情報学部経営情報学科、人文学部国際

文化学科開設

1996年	 人文学部福祉文化学科・国際交流学科開設

1998年	 留学生別科日本文化専修課程・日本語専修
課程開設

1999年	 経営情報学部国際経営学科・福祉環境情報
学科開設

2001年	 経営情報学部サービス経営システム学科、
人文学部メディア文化学科開設。留学生別
科ビジネス・情報専修課程開設

2004年	 安房キャンパス開設
	 薬学部医療薬学科開設。福祉総合学部福祉

文化学科・福祉経営学科開設

2005年	 東京紀尾井町キャンパス開設
	 経営情報学部総合経営学科開設

2006年	 観光学部ウェルネスツーリズム学科開設。
薬学部医療薬学科開設

2007年	 福祉総合学部福祉総合学科開設

2008年	 人文学部を国際人文学部に改称

2010年	 環境社会学部環境社会学科開設

2011年	 メディア学部映像芸術コース開設

2012年	 看護学部看護学科開設

2013年	 紀尾井町キャンパス 3号棟完成

2015年	 学校法人城西大学創立50周年
2016年	 福祉総合学部理学療法学科開設

2017年	 創立25周年

2019年	 観光学部ウェルネスツーリズム学科を「観
光学部観光学科」に
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「広い視野から仕事を見つめたい」

児童養護施設「獅子吼園」
児童指導員　ケアワーカー

根本 健児さん（25）
2017年３月
福祉総合学部福祉総合学科
「子ども福祉」コース卒業

間
、子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
し
た
。

「
未
就
学
児
、
小
学
生
や
中
高

生
ま
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

分
の
夢
が
か
な
え
ら
れ
る
。
獅
子

吼
園
の
職
場
の
雰
囲
気
が
な
に

よ
り
良
か
っ
た
」。
Ｊ
Ｉ
Ｕ
卒
業

後
は
、
迷
う
こ
と
な
く
同
園
へ
。

　

獅
子
吼
園
は
、
１
９
４
９
年

（
昭
和
24
年
）
に
厚
生
省
（
当

時
）
の
認
可
を
得
て
、
児
童
福

祉
施
設
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。

現
在
、
３
歳
児
１
人
、
幼
稚
園

児
１
人
と
小
学
生
11
人
、
中
学

生
８
人
、高
校
生
３
人
の
計
25
人

（
男
女
そ
れ
ぞ
れ
９
人
、
16
人
）

が
職
員
ら
に
支
え
ら
れ
、
暮
ら
し

て
い
る
。

　

近
く
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
自
転
車

で
通
う
。
午
前
５
時
50
分
に
は

園
に
到
着
し
、
宿
直
の
職
員
と

引
き
継
ぎ
。
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
を
起
こ
し
、
着
替
え
を
手
伝

い
、
朝
食
を
食
べ
さ
せ
る
。
７
時

半
前
、
小
学
生
が
最
初
に
学
校

に
向
か
う
。
高
校
生
に
は
弁
当

が
用
意
さ
れ
る
。

　

午
後
は
、
授
業
を
終
え
た
小

学
生
が
３
時
ご
ろ
に
戻
る
。
部

担って

福

祉の現場か

ら

　

東
京
都
立
美
原
高
校
を
卒
業

し
た
後
の
進
路
は
、
城
西
国
際

大
学
の
福
祉
総
合
学
部
子
ど
も

福
祉
コ
ー
ス
と
決
め
て
い
た
。
子

ど
も
が
好
き
な
の
と
保
育
士
と
し

て
保
育
園
に
勤
務
す
る
母
親
の

影
響
か
も
し
れ
な
い
。
保
育
士

や
教
師
に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
。

　

所
貞
之
教
授
の
ゼ
ミ
に
入
り
、

学
ん
だ
。３
年
生
の「
保
育
実
習
」

の
授
業
で
、
い
ま
勤
務
す
る
児

童
養
護
施
設
・
獅し

子し

吼く

園え
ん

（
千

葉
県
茂
原
市
）
に
配
置
さ
れ
た
。

経
済
的
な
理
由
や
、
養
育
者
の

不
在
、
虐
待
な
ど
家
庭
的
に
は

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
ら
が
暮
ら
し

て
い
た
。
泊
ま
り
込
み
で
２
週

活
動
を
し
て
い
る
中
高
生
が
帰
る

の
は
夜
８
時
頃
だ
。
夕
食
は
時

間
が
ま
ち
ま
ち
だ
。
子
ど
も
た

ち
に
勉
強
を
教
え
る
こ
と
も
あ

る
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
「
重
荷
」
を
背
負
わ
さ
れ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
の
集
団
生
活

だ
け
に
ト
ラ
ブ
ル
、
摩
擦
も
あ
る
。

勤
務
し
始
め
た
こ
ろ
、
園
に
は

「
不
登
校
児
」
が
見
受
け
ら
れ

た
。
そ
れ
ま
で
満
足
な
教
育
を

受
け
ら
れ
ず
に
育
っ
た
た
め
、
学

力
不
足
な
ど
で
授
業
に
つ
い
て
い

け
な
い
。
友
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
。
学
校
に
な
じ
め
な
い
の

だ
。「
不
登
校
児
」
と
学
校
ま

で
付
き
添
っ
て
通
学
し
た
と
い
う
。

園
の
子
ど
も
同
士
で
の
争
い
、
ケ

ン
カ
な
ど
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
は

話
し
合
い
で
解
決
さ
せ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
は
、
パ

ー
テ
ィ
ー
だ
。
年
末
に
学
校
の
先

生
や
近
所
の
方
々
、
支
援
者
ら

を
招
待
す
る
。
子
ど
も
や
職
員
、

招
待
者
も
一
芸
を
披
露
す
る
。

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
映
画

を
観
に
行
っ
た
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、

ケ
ア
す
る
根
本
さ
ん
。
肩
ひ
じ

を
張
ら
ず
、
淡
々
と
こ
な
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
印
象
的
だ
っ
た
。「
保

育
士
の
資
格
は
取
り
ま
し
た
が
、

社
会
福
祉
士
の
資
格
も
と
り
た

い
。『
福
祉
』
の
広
い
視
野
か
ら
、

い
ま
の
仕
事
を
見
つ
め
た
い
」
と

話
す
。

https://www.instagram.com/jiu_fukushi/PC@jiu_fukushiスマホ

みんな明るく楽しく
　　　頑張ってます！

フォロー

待っているよーフォロー

待っているよー

福祉総合
学科

福祉総合
学科福祉総合学部特 集  （

簡
易
版
）

　東金キャンパス・本部棟３階に「創立者ギャラリー（FOUNDERS GALLERY）」が常
設された。2016年１月より一時、水田記念ホール横のスペース（ホワイエ［foyer］）に開
設されていたが、常設室に移転展示された。
　創立者の水田三喜男が千葉県鴨川に生まれ育った時代、安房中学・水戸高校・京都
大学で学んだ時代や政治家、大蔵大臣として日本の戦後復興に努力した姿、大学設立
までの苦労を写真などで描き出している。当時の多数の写真のほか新聞記事、自筆の俳
句などが展示されている。

本部棟３階常設室に移転展示創立者ギャラリーオープン
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硬
式
野
球
部

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

――県春季リーグ８季ぶり５度目優勝
　

城
西
国
際
大
学
の
硬
式
野
球
部
は
、

千
葉
県
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
（
１

部
）
で
８
勝
３
敗
、
勝
ち
点
４
と
し
８

季
ぶ
り
５
度
目
の
優
勝
を
決
め
た
。

　

開
幕
の
中
央
学
院
大
戦
は
２
勝
１

敗
だ
っ
た
が
、
続
く
東
京
情
報
大
に
連

敗
。
リ
ー
グ
に
は
ラ
イ
バル
の
強
豪
・
国

際
武
道
大
も
い
て
苦
し
い
状
況
と
な
っ

た
が
、
あ
き
ら
め
な
かっ
た
。

　

５
月
19
日
の
試
合
で
、
東
京
情
報

大
が
国
際
武
道
大
に
敗
れ
た
こ
と
で
勝

ち
点
は
並
ば
れ
て
も
勝
率
で
優
勝
が
決

ま
っ
た
。
実
に
８
季
ぶ
り
の
リ
ー
グ
制
覇

だ
っ
た
。
神
宮
球
場
を
主
舞
台
に
行
わ

れ
る
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
出
場

が
決
ま
っ
た
。
天
理
、
早
大
、
日
本
生

命
で
活
躍
し
た
佐
藤
清
監
督
は
城
西

国
際
大
を
率
い
て
２
度
目
の
全
日
本
選

手
権
出
場
だ
っ
た
。

　

佐
藤
監
督
の
早
大
時
代
の
同
期
、

道
方
康
友
氏
を
コ
ー
チ
に
迎
え
、
指
導

体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
。
リ
ー
グ

戦
６
勝
（
１
敗
）
を
マ
ー
ク
し
た
中
島

隼
也
投
手（
３
年・仙
台
育
英
）が
成
長
、

こ
の
エ
ー
ス
の
活
躍
で
リ
ー
グ
優
勝
を
た

ぐ
り
よ
せ
た
。

　

６
月
12
日
、
神
宮
球
場
で
行
わ
れ

た
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
。
シ
ー

ド
校
の
城
西
国
際
大
学
は
２
回
戦
か
ら

1617

全日本  大学選手権で
　　　  初のベスト８

全
日
本
選
手
権
２
回
戦（
対
・
福
岡
大
学
）で
先
頭
打
者
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
た
岸
添
選
手

登
場
。
第
４
試
合
で
福
岡
大
と
対
戦

し
た
。
応
援
席
か
ら
は
、
ベ
ン
チ
入
り

し
な
か
っ
た
野
球
部
員
た
ち
を
中
心
に

し
た
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
た
。
投
打
と

も
に
か
み
合
い
、
８
―
２
で
快
勝
。
４

年
前
の
全
日
本
大
学
選
手
権
で
は
１

勝
し
た
も
の
の
２
回
戦
で
敗
退
し
て
お

り
、
初
の
ベス
ト
８
進
出
だ
。

　

初
回
、
１
番
・
岸
添
が
先
頭
打
者

ホ
ー
ム
ラ
ン
。
打
線
に
火
が
つ
き
、
打
者

一
巡
で
４
点
を
挙
げ
た
。
続

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
８
月
14

日
か
ら
台
湾
・
台
北
市
で
開
催
さ
れ

た
「
台
北
国
際
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
に
出
場
し
た
。

　

タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
、
台
湾
の
大
学
・

高
校
チ
ー
ム
と
２
日
間
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。
決
勝
リ
ー
グ
出
場
決
定

戦
で
は
、
タ
イ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と

の
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
戦
を
制
し
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
勢
い
を
そ

の
ま
ま
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦
で

は
、台
北
市
立
大
学（
台
湾
）と
対
戦
。

延
長
九
回
ま
で
も
つ
れ
る
接
戦
と
な
っ

た
が
、
５
―
４
で
勝
利
し
、
優
勝
の
栄

冠
を
手
に
し
た
＝
写
真
。

　

試
合
後
は
、
各
国
の
選
手
た
ち
と

お
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
、
交
流

を
図
っ
た
。

　

国
際
大
会
と
い
う
貴
重
な
経
験
を

今
後
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
活
動
・
学
生
生

活
に
存
分
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

延
長
に
な
っ
た
接
戦
を
制
し
栄
冠

く
二
回
、
三
回
と
得
点
を
重
ね
、
序

盤
で
８
点
差
を
つ
け
た
。

　

投
手
・
中
島
の
制
球
力
が
光
っ
た
。

ス
ラ
イ
ダ
ー
、
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
を
織
り

交
ぜ
、
相
手
打
線
を
五
回
ま
で
完

封
。
六
回
に
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
た

れ
た
が
、
最
後
ま
で
大
き
な
崩
れ
は
な

く
九
回
を
投
げ
抜
い
た
。
５
番
の
ラ
イ

ト
・
村
上
、
８
番
の
セ
カ
ン
ド
・
倉
持

が
全
打
席
出
塁
す
る
な
ど
、
強
力
打

線
ぶ
り
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャッ

チ
ャ
ー
・
梅
田
と
シ
ョ
ー
ト
・
吉
田
の
好

守
備
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
翌
日
、
神
宮
球
場
で
の
準
々

決
勝
。
相
手
は
、
東
京
農
業
大
学
北

海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
だ
っ
た
。
勝
ち
進
む
と

東
都
覇
者
の
東
洋
大
や
六
大
学
制
覇

の
明
大
と
激
突
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た

が
、
結
局
、
１
―
８
で
敗
れ
た
。
そ
れ

で
も
、
初
の
ベ
ス
ト
８
と
な
り
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
目
指
す
の
は

「
令
和
の
王
者
」
だ
。

福岡大学戦で力投する中島投手

国
際
大
会　
　
　
　
　

で
優
勝

台
北
国
際
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（　
　
　
　

）
日々の練習の様子。

チームワークの良さも持ち味だ

　１９９２年の開学と同時に創部。95年秋季リーグで２部から１部への昇格を決め
た。天理高で甲子園出場、早大、日本生命で活躍した佐藤清氏が２００７年に４代目
の監督に就任。11年秋季リーグで初の１部優勝を飾った。

城
西
国
際
大

硬
式
野
球
部
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東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
表
門
の
前
に
広
が
る
の
は
「P

r
in

c
e 

T
akam

ado M
em

orial S
ports P

ark

」（
高
円
宮
殿
下
記

念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）。そ
の
入
り
口
付
近
に
３
本
の「
黒
松
」が
優
雅

な
姿
を
見
せ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
12
月
、こ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
提
携
校
で
あ
る
韓
南
大
学

校（
韓
国・大
田
市
）と
、高
円
宮
妃
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
で
第
一
回

サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試
合
が
行
わ
れ
た
。そ
の
開
催
記
念
と
し
て
、こ
の

「
黒
松
」が
植
樹
さ
れ
た
。

　

２
０
１
５
年
８
月
、今
度
は
韓
南
大
学
校
で
Ｊ
Ｉ
Ｕ
と
の
サ
ッ
カ
ー

親
善
試
合
が
行
わ
れ
た
。会
場
の
運
動
場
前
で
両
大
学
関
係
者
に
よ

る
記
念
植
樹
式
が
行
わ
れ
た
。植
樹
さ
れ
た
の
は
、日
本
海
に
浮
か
ぶ

鬱う
つ

陵り
ょ
う

島と
う

の
松
。韓
南
大
学
校
の
関
係
者
は「
こ
の
松
は
、雪
が
降
っ
て

も
青
色
に
輝
く
。両
大
学
、両
国
も
、こ
の
青
色
の
よ
う
な
関
係
を
維

持
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。

　

黒
松
は
、日
本
と
韓
国
の
海
岸
に
自
生
す
る
マ
ツ
。日
韓
ゆ
か
り
の

木
で
も
あ
る
。

　

東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
表
門
の
前
に
広
が
る
の
は
「P

r
in

c
e 

T
akam

ado M
em

orial S
ports P

ark

」（
高
円
宮
殿
下
記

念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）。そ
の
入
り
口
付
近
に
３
本
の「
黒
松
」が
優
雅

な
姿
を
見
せ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
12
月
、こ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
提
携
校
で
あ
る
韓
南
大
学

校（
韓
国・大
田
市
）と
、高
円
宮
妃
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
で
第
一
回

サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試
合
が
行
わ
れ
た
。そ
の
開
催
記
念
と
し
て
、こ
の

「
黒
松
」が
植
樹
さ
れ
た
。

　

２
０
１
５
年
８
月
、今
度
は
韓
南
大
学
校
で
Ｊ
Ｉ
Ｕ
と
の
サ
ッ
カ
ー

親
善
試
合
が
行
わ
れ
た
。会
場
の
運
動
場
前
で
両
大
学
関
係
者
に
よ

る
記
念
植
樹
式
が
行
わ
れ
た
。植
樹
さ
れ
た
の
は
、日
本
海
に
浮
か
ぶ

鬱う
つ

陵り
ょ
う

島と
う

の
松
。韓
南
大
学
校
の
関
係
者
は「
こ
の
松
は
、雪
が
降
っ
て

も
青
色
に
輝
く
。両
大
学
、両
国
も
、こ
の
青
色
の
よ
う
な
関
係
を
維

持
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。

　

黒
松
は
、日
本
と
韓
国
の
海
岸
に
自
生
す
る
マ
ツ
。日
韓
ゆ
か
り
の

木
で
も
あ
る
。

散歩

百 景
photoキ

ャ
ン
パ
ス
名
所

黒ク

ロ

松マ

ツ

韓
南
大
と
の
サ
ッ
カ
ー
親
善
試
合
を

記
念
し
植
樹

［休館：11月5日（火）］日・月休み

東
金
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浮
世
絵
で
よ
む
南
総
里
見
八
犬
伝

10月29日（火）～11月9日（土）９月17日（火）～10月12日（土）

地域に開かれた
　　　　大学美術館

水田
美術館

　城西国際大学水田美術館は、創立者の
水田三喜男が収集した浮世絵を中心とした
２００点余りからなる「水田コレクション」
と、千葉の風景やゆかりの物語が描かれた
浮世絵と近代木版画を中心とした「ＪＩＵコ
レクション」を所蔵している。
　浮世絵関連の企画、山武地域を中心とす
る千葉ゆかりの文化の紹介、学部・学生との
連携を３つの柱として、企画展、および講演
会やギャラリートークなどを開催している。
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散歩

百 景
photoキ

ャ
ン
パ
ス
名
所

涼やかな視界に眩しく映える学び舎
21

祠
ほ

こ

ら

　東金キャンパスの求名門を出て左に曲がるとすぐに小さな祠（道
ど う

祖
そ

神
じ ん

）が
目に入る。時折、地元の方が拝んでいるのを見る。祠とは、神を祀る小規模
な殿舎のことで、道祖神に関連した地蔵菩薩なども祀

ま つ

るようになったという。
中をのぞくと小さな石像が据え置かれ、賽銭の小銭もたまっていた。
　実は、この祠は、東金キャンパスが造成される前の農地にあった。地元の集
落において素朴な信仰の対象になっていたのだろう。
　平成６年（１９９４年）１月頃、東金キャンパスの２期計画の設計が始まった
が、工事エリア内の水田の中のあぜ道脇の道祖神をどのように扱うかの問題
が持ち上がった。地元住民からは「元の場所に同じレベルで存続してほしい」
との意見が出された。東金市、大学、設計サイドで検討した結果、工事の関
係上、移設の方向が決まり、地元の了承も得られた。
　求名門の脇にある一角に、大学敷地を区画する外周ネットフェンスをセット
バックさせてスペースを確保し、植栽で緑化し、新たに祠を設計・建築し、その
中に道祖神を安置することになった。
　そして平成８年２月頃、近隣神社宮司様の御

お

祓
は ら

いによって、手厚くして道祖
神に動いてもらったとの話。

　東金キャンパスの求名門を出て左に曲がるとすぐに小さな祠（道
ど う

祖
そ

神
じ ん

）が
目に入る。時折、地元の方が拝んでいるのを見る。祠とは、神を祀る小規模
な殿舎のことで、道祖神に関連した地蔵菩薩なども祀

ま つ

るようになったという。
中をのぞくと小さな石像が据え置かれ、賽銭の小銭もたまっていた。
　実は、この祠は、東金キャンパスが造成される前の農地にあった。地元の集
落において素朴な信仰の対象になっていたのだろう。
　平成６年（１９９４年）１月頃、東金キャンパスの２期計画の設計が始まった
が、工事エリア内の水田の中のあぜ道脇の道祖神をどのように扱うかの問題
が持ち上がった。地元住民からは「元の場所に同じレベルで存続してほしい」
との意見が出された。東金市、大学、設計サイドで検討した結果、工事の関
係上、移設の方向が決まり、地元の了承も得られた。
　求名門の脇にある一角に、大学敷地を区画する外周ネットフェンスをセット
バックさせてスペースを確保し、植栽で緑化し、新たに祠を設計・建築し、その
中に道祖神を安置することになった。
　そして平成８年２月頃、近隣神社宮司様の御

お

祓
は ら

いによって、手厚くして道祖
神に動いてもらったとの話。

―
―
地
元
集
落
の
素
朴
な

　
　
信
仰
伝
え
る
道
祖
神

〜 JIU 池〜桜並木へ
求名門
F　cus



内
う ち

山
や ま

 昌
ま さ

弘
ひ ろ

東金市職員　市民福祉部
子育て支援課 係長
1997年３月　経営情報学部卒業

　

地
元
の
千
葉
県
立
成
東
高
校
を
卒
業
し
、
開
学
ま
も
な
い
城
西
国

際
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
２
期
生
で
す
。
大
学
で
「
情
報
」
に
つ

い
て
何
か
学
ぼ
う
、
と
い
う
こ
と
で
経
営
情
報
学
部
を
選
び
ま
し
た
。

高
校
時
代
に
や
っ
て
い
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
男
子
だ

け
12
～
13
人
ほ
ど
部
員
が
い
ま
し
た
。
指
導
者
は
お
ら
ず
、
関
東
大

学
リ
ー
グ
の
15
部
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
れ
で
も
優
勝
を
重
ね
、

10
部
ま
で
昇
格
し
ま
し
た
。

　
「
地
元
に
役
立
つ
仕
事
を
」
と
い
う
こ
と
で
地
方
公

務
員
を
目
指
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
ま
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
・

学
内
は
現
在
の
３
分
の
１
く
ら
い
で
、
学
生
の
就
職
を

ア
シ
ス
ト
す
る
「
公
務
員
講
座
」
み
た
い
な
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
夏
休
み
に
東
京
の
予
備
校
で

短
期
の
「
公
務
員
講
座
」
を
受
け
、
就
職
対
策
を
し

ま
し
た
。

　

３
年
生
の
時
に
東
金
市
役
所
で
数
日
で
す
が
、
企

業
研
究
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
が
あ
り
、
数
人
の
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。
当
時
の
総
務
課
の
消
防
安
全
係
で

研
修
を
受
け
、
市
民
を
対
象
に
し
た
防
災
訓
練
の
準

備
な
ど
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
総

務
課
職
員
の
方
々
が
「
東
金
市
役
所
に
入
れ
よ
」
と

さ
そ
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
金
市
の
職
員
採
用

社
会
に
出
て
か
ら
も
日
々
が
学
び

―
―「
地
元
で
役
立
つ
仕
事
を
」目
指
し
市
職
員
に

試
験
を
受
け
ま
し
た
。

　

卒
業
と
同
時
に
東
金
市
に
入
り
、
都
市
計
画
課
、
財
政
課
、
総

務
課
、
教
育
委
員
会
な
ど
に
配
属
さ
れ
、
４
年
前
か
ら
「
子
育
て
支

援
課
」
で
働
い
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
が
進
む
中
で
の
子
育
て
は
大
変

で
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
い
。「
児
童
虐
待
」
と
い
っ
た
最
悪

の
ケ
ー
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
相
談
を
受
け
、
対
応
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

私
の
よ
う
に
東
金
市
役
所
で
働
い
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｕ
卒
業

生
は
10
人
以
上
い
ま
す
。

　

ま
た
娘
は
、
看
護
学
部
３
年
生
で
看
護
師
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
後
輩
ら
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
。「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

が
普
及
し
は
じ
め
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
化
で
き
な
い
と
思

う
部
分
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
今
後
も
現
在
の
職
場
に
人

手
は
必
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
に
出
て
、
大
学

で
学
ん
だ
こ
と
は
役
に
た
ち
ま
す
が
、
社
会
に
出
て
か
ら

も
日
々
が
学
び
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
東
金
に
来

た
の
も
何
か
の
縁
で
す
の
で
、
卒
業
し
て
も
、
地
元
に
根

づ
い
て
ほ
し
い
で
す
」

国
枠
を
獲
得
す
る
快
挙
で
、鈴

木
選
手
は
有
力
な
推
薦
候
補

に
な
っ
た
。

　

競
技
関
係
者
ら
は「
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
の
出

場
枠
を
獲
得
し
た
鈴
木
選
手

は
有
力
な
推
薦
候
補
。メ
ダ
ル

候
補
に
成
長
し
た
と
も
言
え

る
。こ
れ
は
所
属

企
業
や
、サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
の
功

績
も
大
き
い
」と

話
す
。

　

鈴
木
選
手
は
、

８
０
０
㍍
、１
５

０
０
㍍
の
ト
ラ
ッ

ク
種
目
も
一
線
級

の
実
力
を
持
つ
。

８
０
０
㍍
お
よ

び
４
０
０
㍍「
Ｔ

54
」ク
ラ
ス
の
日
本
記
録
保
持

者
だ
。

　

現
在
の
目
標
は
、11
月
に
ド

バ
イ
で
行
わ
れ
る
世
界
選
手

権
。時
速
35
㌔
以
上
の
ト
ッ
プ

ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け
る
迫
力

あ
る
レ
ー
ス
。

　

鈴
木
さ
ん
の
疾
走
ぶ
り
に

期
待
し
た
い
。

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
で
は
、た
び
た

び
好
機
に
本
塁
打
を
放
ち
、

「
打
て
る
捕
手
」と
の
評
判
通

り
の
持
ち
味
を
発
揮
し
た
。し

か
し
捕
手
の
層
が
厚
い
同
球
団

で
は
、１
軍
の
試
合
出
場
の
機

会
に
恵
ま
れ
ず
、今
年
６
月
、北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に

移
籍
し
た
。こ
れ
は
令
和
に
お
け

る
日
本
プ
ロ
野
球
の
初
の
ト
レ
ー

ド
に
よ
る
移
籍
だ
っ
た
い
う
。

　

６
月
28
日
に
入
団
会
見
が

　

卒
業
製
作
で
監
督
し
た

作
品「
海
抜
」が
６
月
９
日
、

「N
ippon Connection 2019

」

で「the N
ippon V

isions Jury 

A
w

ards!

」を
受
賞
し
た
。「
海

抜
」は
第
31
回
東
京
国
際
映

画
祭
に
お
い
て
日
本
映
画
ス
プ

ラ
ッ
シ
ュ
部
門
に
も
選
出
さ
れ

て
お
り
、そ
の
作
品
の
評
価
が

広
が
り
続
け
て
い
る
。

　

N
ippon C

onnection

は
毎

年
春
か
ら
初
夏
の
間
、ド
イ
ツ・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ

―
―「
Ｔ
54
」ク
ラ
ス
日
本
記
録
保
持
者

――
持
ち
味
発
揮
す
る
背
番
号「
30
」に
期
待

―
―
監
督
作「
海
抜
」の
評
価
広
が
る

鈴
す ず

木
き

朋
と も

樹
き

さん
2017年3月
経営情報学部卒業

宇
う

佐
さ

見
み

真
し ん

吾
ご

さん
2016年　環境社会学部卒業／
千葉県・柏市立柏高校出身

高
た か

橋
は し

賢
け ん

成
せ い

さん
2018年３月
メディア学部卒業

　

２
０
１
７
年
３
月
に
経
営
情

報
学
部
を
卒
業
し
た
鈴
木
朋

樹
さ
ん（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）は
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、来

年
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
＝

写
真
。千
葉
県
は
鈴
木
さ
ん
を

「
特
別
指
定
強
化
選
手
」に

指
定
し
た
。「
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
」に
、千
葉
県
ゆ
か
り

の
選
手
を
１
人
で
も
多
く
輩

出
す
る
こ
と
を
目
指
し
、ア
ス

リ
ー
ト
を
指
定
し
、強
化
す
る

取
組
へ
助
成
す
る
制
度
だ
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、車
イ
ス
の
陸

上
競
技
の
中
長
距
離
の
専
門

だ
。今
年
４
月
の
ロ
ン
ド
ン
マ
ラ

ソ
ン
で
は
、車
い
す
の
部
で
日

本
勢
最
高
の
３
位
に
入
っ
た
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の

　

城
西
国
際
大
学
時
代
は
、

捕
手
と
し
て
１
年
春
か
ら
リ
ー

グ
戦
に
出
場
。１
年
秋
と
２
年

春
に
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
を
受
賞
し

た
。４
年
は
主
将
に
。２
０
１
５

年
夏
季
ユニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
日

本
代
表
に
選
出
さ
れ
、金
メ
ダ

ル
獲
得
に
貢
献
し

た
。同
年
秋
、ド
ラ

フ
ト
会
議
で
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
か
ら

４
位
指
名
を
受

け
、入
団
し
た
。

東京パラリンピック目指す

新
天
地・日
ハ
ム
で
す
ぐ
に
猛
打
賞

the Nippon
Visions Jury
Awards!受賞

23 22

行
わ
れ
、背
番
号
は「
30
」。会

見
後
に
行
わ
れ
た
対
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
９
回
戦
に
途

中
出
場
を
果
た
し
た
。ト
レ
ー
ド

か
ら
約
1
週
間
後
と
な
る
７
月

２
日
の
対
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
線
で
は
プ
ロ
初
の
猛
打
賞
を

達
成
す
る
と
共
に
、移
籍
後
初

の
タ
イ
ム
リ
ー
も
放
つ
な
ど
大

活
躍
だ
っ
た
。新
天
地
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。宇
佐
見
選
手

に
エ
ー
ル
を
―
―
。

て
い
る
海
外
に
お
け
る
最
大
の

日
本
映
画
祭
。毎
年
１
０
０
作

品
以
上
が
上
映
さ
れ
、幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
最
新
の
日
本
映
画

を
見
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
海
抜
」が
受
賞
し
た「the 

N
ippon V

isions Jury 

A
w

ards!

」は
２
０
１
０
年
か

ら
設
け
ら
れ
て
い
る
賞
で
、内

外
の
映
画
関
係
者
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
審
査
員
に
よ
り
選

出
さ
れ
る
。

プロ野球選手

先輩に
エ　ルを



とともに域地

―
―
地
元
の
方
々
の
様
々
な
ご
協
力・支

援
で
城
西
国
際
大
学
が
誘
致
さ
れ
、設

立
で
き
ま
し
た
。ご
尊
父
の
一
弥
氏（
元

文
部
大
臣
）も
誘
致
に
尽
力
さ
れ
た
、と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。当
時
、こ
の
地
域
に

大
学
設
置
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。大
学
の
存
在
的
価
値
に
つ
い
て
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
学
の
誘
致
の
動
き
が
公
的
に
な
っ
て

本
格
化
し
た
の
は
平
成
元
年
（
１
９
８
９

年
）
ご
ろ
で
し
た
。
わ
た
し
は
新
東
京
国

際
空
港
公
団
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
東

金
市
周
辺
に
は
、
高
校
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
に
大
学
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
高
校
を
卒

業
す
る
と
、
千
葉
市
や
東
京
の
大
学
に

進
学
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

わ
た
し
も
東
京
の
明
治
大
学
に
行
き
ま
し

た
。

　

東
金
周
辺
に
大
学
が
で
き
れ
ば
「
東

金
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
大
き
く
上
が
る
」「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
街
に
漂
う
」「
地

元
へ
の
経
済
波
及
効
果
」
と
い
う
の
で
、

父
を
含
め
地
元
の
大
学
誘
致
運
動
が
盛

り
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
１
９
９
２
年
の
開
学
以
来
、本
学
は

「
地
域
に
密
着
し
た
国
際
大
学
」
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。市
民
に
向
け
公
開

講
座
を
開
い
た
り
す
る
な
ど
地
元
と
の

関
係
は
広
く
、深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。千
葉
県
議
会
議
員
と
し
て
、ミ
ャ
ン

マ
ー
、韓
国
、中
国
な
ど
と
の
友
好
議
員

連
盟
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
目

か
ら
見
て
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の「
国
際
性
」に
つ
い

て
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

　

空
港
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
や
県
会
議

員
と
し
て
の
海
外
で
の
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
目
で
見
て
も
、
城
西
国

際
大
学
の
学
生
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
約

１
０
０
０
人
も
の
留
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
異
文
化
に
、

い
な
が
ら
に
し
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
世
代
は
、「
外
国
人
」

と
接
す
る
と
、
言
葉
を
は
じ
め
、
い
ろ
い

ろ
な
「
壁
」
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ま
の
若
者
に
は
そ
れ
が
な
い
。
英
語
を

普
通
に
話
し
、
交
流
し
て
い
ま
す
。
東

金
市
の
団
体
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
招
い
た
空

手
選
手
が
、
城
西
国
際
大
学
の
体
育
館

で
行
わ
れ
た
「
日
本
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
交
流

空
手
道
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
こ
う
し
た
国
際
交
流
を
活
発
に

行
っ
て
ほ
し
い
。

―
―
城
西
国
際
大
学
の
地
域
へ
の
貢
献

と
地
域
か
ら
の
協
力
に
つ
い
て
、看
護

学
部
の
開
設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。看
護

学
部
の
学
生
が
、東
金
九
十
九
里
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー（
東
金
市
）か
ら
奨
学

金
を
い
た
だ
い
て
毎
年
多
数
の
卒
業
生

が
、東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
奉

職
し
て
お
り
ま
す
。看
護
学
部
設
置
は
、

地
域
の
医
療
・
看
護
の
向
上
に
メ
リ
ッ
ト

は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

　

東
金
市
・
九
十
九
里
町
が
設
立
団
体

長続きする交流・地域貢献へ工夫を

で
あ
る
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
平

成
26
年
（
２
０
１
４
年
）
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
東
金
周
辺
に

は
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
が
な
く
、
急
病

患
者
が
出
る
と
、
救
急
車
に
乗
っ
て
か
ら

収
容
病
院
を
探
す
の
に
平
均
で
40
～
45

分
間
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
旭
市
や
浦
安

市
の
病
院
ま
で
運
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴

い
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
看
護
師
の
確

保
で
し
た
。
城
西
国
際
大
学
が
看
護
学

部
を
開
設
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
、
私

も
含
め
地
元
か
ら
大
学
に
開
設
嘆
願
書

を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ま
は
毎
年
、
城
西
国
際
大
学
看
護

学
部
か
ら
20
人
ほ
ど
が
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て

い
ま
す
。
貴
重
な
戦
力
で
す
。

―
―
本
学
で
は
、学
部
の
特
色
を
生
か
し

「
福
祉
」「
看
護
」「
薬
学
」の
連
携
に
よ

る
地
域
貢
献
、を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ

の
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
か
。具
体
的
に
は
、ど
の
よ
う

な
分
野
で
貢
献
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
み
、
医
療
の
ニ
ー
ズ

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
在

宅
ケ
ア
、
こ
れ
に
対
応
し
て
療
養
型
病
院

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
ケ
ア
の

充
実
が
課
題
で
す
。
リ
ハ
リ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
や
特
老
施
設
が
こ
の
地
域
に
も
た
く

さ
ん
で
き
て
い
ま
す
。
福
祉
関
連
に
は
多

く
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
城
西
国
際
大

学
は
、
そ
う
し
た
医
療
・
看
護
・
福
祉
の

ニ
ー
ズ
を
支
え
る
人
材
供
給
源
で
も
あ
り

ま
す
。
大
き
な
地
域
貢
献
で
す
。

―
―
最
後
に
城
西
国
際
大
学
へ
の
期
待
・

要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

街
に
若
い
学
生
が
い
る
だ
け
で
楽
し
い

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

石い

し

橋ば

し 

清き

よ

孝た

か 

千
葉
県
議
会
議
員

で
す
。（
若
い
人
た
ち
が
）
い
る
と
い
な
い

で
は
、
雰
囲
気
が
大
分
違
い
ま
す
。
目

に
は
見
え
な
い
活
力
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
を
も
っ
と
地
元
に
還
元
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
日

吉
神
社
、
田
間
神
社
な
ど
の
祭
礼
で
は

神
輿
の
担
ぎ
手
の
多
く
は
城
西
国
際
大

学
の
学
生
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
学
生
た
ち
が
卒
業
す
る
と
、
先
細

り
に
な
っ
て
い
く
。
城
西
国
際
大
学
の
あ

る
ゼ
ミ
生
、
先
生
と
地
元
が
交
流
を
深
め

て
も
、
一
段
落
す
る
と
、
そ
の
交
流
が
途

絶
え
が
ち
に
な
る
。
人
が
変
わ
る
と
続
か

な
い
の
で
す
。
大
学
と
受
け
入
れ
側
が
工

夫
を
す
れ
ば
、
も
っ
と
良
い
、
長
続
き
す

る
交
流
・
地
域
貢
献
が
実
現
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　東金を直轄領とした徳川幕府が瓦解し、1868年、
明治が幕を開けた。東京遷都、版籍奉還に続き、
1871年（明治４年）、廃藩置県が行われた。「○○
藩から○○県へ」の移行である。東金は、徳川家康
が鷹狩に来るためつくられたといわれる「御成街道」
を軸に栄え、九十九里の海産物や周辺の産品なども
集められた。ここから江戸へ運ばれ、東金は集散地と
して発展し、「上総の黄金町」とうたわれた。
　明治維新は、この東金にも大変化をもたらした。
当時、東金地域は、山辺郡１町56村と武射郡１村
に分かれていたが、宮谷県・木更津県を経て千葉県
になったのが1873年（明治6年）。「明治の世」が
安定してきた1869年（明治22年）に大日本帝国憲
法が公布され、この年、全国的に町村合併が行われ
た。東金周辺も、これにより現在の市域は、東金町・
公平村・丘山村・大和村・正気村・豊成村・福岡村・
源村の１町７村に、また、1897年（明治30年）には、

山辺と武射の２郡を一つにして山武郡となった（現在
の東金市が誕生するのは戦後の昭和29年のこと）。
　町村合併ばかりではない。1900年（明治33年）
には、房総鉄道の東金・大網間が開通し、東金駅
ができる。1911年（明治44年）には、東金・成東
間が開通し、求名駅が完成。鉄道網の骨格ができた。
　東金ゆかりの文人らも活躍した。東金で生まれた関
寛斎は、佐倉順天堂で医学を学び、軍医・病院長
などを経て、晩年、北海道開墾に従事し、アイヌや
農民のため医療を施した。
　相撲界の改革を進めたのは高砂浦五郎。22歳の
時、江戸に出て初土俵を踏む。力士として活躍したあ
と、高砂部屋を創設するとともに相撲界を刷新。現
在の相撲協会の基礎をつくった。

（東金市発行の『東金讃歌』資料などを参考）

明治時代
――「上総の黄金町」と　　　

うたわれ文人らも活躍

The  Interview

〔略歴〕1949年生まれ、千
葉県東金市出身。1972年、
明治大学経営学部卒業、
新東京国際空港公団入社。
1999年、千葉県議会議員
初当選、現在6期目。

東金　 歴史散歩ミ
ニ

❸
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小
中
学
生
に
対
す
る
独
自
テ
ス
ト
の

結
果
を
校
長
の
評
価
に
反
映
さ
せ
る
大

阪
市
の
新
人
事
制
度
は
、
賛
否
両
論
分

か
れ
る
話
題
と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
ほ
と
ん
ど
の
科
目
で

最
下
位
に
沈
ん
で
い
る
こ
と
に
危
機
感

を
覚
え
た
吉
村
洋
文
前
市
長
の
方
針
で

進
め
ら
れ
た
。

　

成
績
が
振
る
わ
な
い
学
校
の
尻
を
た

た
く
意
図
は
分
か
る
が
、
過
度
な
競
争

を
招
き
は
し
な
い
か
―
―
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
全
国
初
の
試
み
の
効
果
が
分
か

る
ま
で
は
数
年
か
か
る
。

　

首
長
と
教
育
委
員
会
の
立
ち
位
置

は
、
２
０
１
５
年
の
教
委
制
度
改
革
で

大
き
く
変
わ
っ
た
。
教
育
長
と
教
育
委

　

学
校
法
人
城
西
大
学
の
理
事
長
特
別
補
佐
の
小
野
元
之
さ
ん
が
、『
教
育
委
員
会
の
活

性
化
』
と
い
う
本
を
出
版
し
た
。
小
野
さ
ん
は
文
部
科
学
次
官
な
ど
を
歴
任
し
た
教
育

行
政
の
専
門
家
。
８
月
に
は
本
書
が
新
聞
の
書
評
欄
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

員
長
と
い
う
２
人
の
「
長
」
が
教
育
長

に
一
本
化
さ
れ
る
一
方
で
、
教
育
施
策

を
ま
と
め
る
「
総
合
教
育
会
議
」
を
首

長
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

首
長
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
の
だ
。
吉

村
前
市
長
の
大
な
た
も
、
こ
の
制
度
改

革
と
無
関
係
で
は
な
い
。
多
く
の
教
員

が
反
対
す
る
人
事
制
度
は
、
教
委
の
外

か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

い
ま
教
委
に

求
め
ら
れ
る
の
は
な
に
か

著者に
会いに
行く

―
―
制
度
の
変
遷
と
課
題
を
解
説

　

文
部
科
学
省
の
事
務
方
ト
ッ
プ
を
務
め

た
教
育
行
政
の
専
門
家
で
あ
る
著
者
が
、

教
委
制
度
の
変
遷
と
、
今
の
教
委
に
求
め

ら
れ
る
課
題
を
解
説
し
た
の
が
本
書
だ
。

首
長
と
教
委
の
信
頼
関
係
の
重
要
性
を

指
摘
す
る
が
、
さ
て
大
阪
市
で
は
良
好
な

関
係
が
築
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

（
８
月
25
日
毎
日
新
聞
朝
刊
・
書
評
欄
よ
り
）

　「学校が良くなるには、教育委員会が良くならな
ければならない。学校教育において父母の信頼に
応えることだ。それが教委の最大の目的であり、その
活性化が求められる。日本は、公立学校が多い。教
委ががんばることが必要だ。
　教育委員をはじめ多くの教育関係者に読んでほ
しい」

小野先生のメッセージ

岡山県出身。
1968年3月	 京都大学法学部卒業。
　　　　4月	 文部省入省
   85年7月	 北九州市教育委員会教育長（88年6月まで）
   97年7月	 文部省大臣官房長（2000年7月まで）
2000年6月	 文部事務次官（01年7月まで）
   01年7月	 文部科学事務次官（03年1月まで）
退官後、日本学術振興会理事長などを歴任し、17年9
月から学校法人城西大学理事長特別補佐に、現在に
至る。

［略歴］

小野元之
学校法人城西大学
理事長特別補佐

（悠光堂・1800 円＋税）

『
教
育
委
員
会
の
活
性
化
』　
小
野
元
之
・
著

水田杯女子ソフトボール大会
――JIU女子ソフトボール部が審判・記録でサポート

　

８
月
18
日
～
20
日（
火
）

に「
第
10
回
水
田
杯
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」が
開

催
さ
れ
た
。

　

１
日
目
は
、千
葉
黎
明

高
校
、東
金
高
校
を
会
場

に
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、2
日
目
、3

日
目
は
、東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

を
会
場
と
し
て
１
部
、２

部
の
優
勝
決
定
戦
を
行
っ

た
。千
葉
県
内

の
８
チ
ー
ム（
13

校
）が
、３
日
間

に
わ
た
り
熱
戦

を
繰
り
広
げ

た
。１
部
の
優

勝
決
定
戦
で

は
、千
葉
黎
明

高
校
と
幕
張
総

合
高
校
が
、レ
ベ

ル
の
高
い
試
合

を
見
せ
て
く
れ

た
。

　
一
回
表
に
３

点
を
先
取
し
た
幕
張
総

合
中
盤
ま
で
主
導
権
を

握
っ
た
が
、千
葉
黎
明
が
五

回
裏
に
連
打
で一
挙
５
点

を
奪
っ
て
逆
転
を
。そ
の
ま

ま
逃
げ
切
り
、第
９
回
大

会
に
続
い
て
連
覇
を
達
成

し
た
＝
写
真
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
は
、審
判
・
記
録
な
ど

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

大会結果
優　勝	 千葉黎明高校
準優勝	 幕張総合高校
第３位	 京葉・市原八幡高校
　　　  （合同チーム）
第４位	 佐倉高校

優　勝	 市立船橋・船橋北・
　　　　船橋古和釜高校
　　　  （合同チーム）
準優勝	 成田国際高校
第３位	 東金・東金商業・松尾高校
　　　  （合同チーム）
第４位	 茂原高校

【
１
部
】

【
２
部
】



●優れた能力の伸長と有為な人材の育成を目的として設けられた制度です。
成績優秀者で、建学の精神「学問による人間形成」を体する学生を「水田
奨学生」、「学習奨励生」及び「成績優秀者」として表彰いたします。「水田
奨学生」として選出された者には、奨学金を授与します。

●学生の国際的な学びを奨励することを目的として、提携校への海外留学を
経済的に支援する制度です。成績優秀者で、建学の精神を体する学生を

「水田国際奨学生」として表彰し、奨学金を授与します。

●本学の学部生で修学の意志があるにもかかわらず、入学後、家計支持者
（学費負担者）のやむを得ない事情による失職または廃業、会社倒産、自
己破産等により家計が急変し、学費納入または学業の継続が困難な学部
生を支援することを目的として設けられ、選考のうえで奨学金を給付します。

●卒業後、指定病院に勤務することを前提とした奨学金です。
　指定病院に貸与年数以上勤務することにより返還が免除されます。
●金額は病院により異なりますが、多くは年間100万円以上となっています。

●入学前に鴨川市に1年以上居住し、観光学部に入学する場合、
　4年間の授業料30%を減免します。（総額924,000円）

●入学前に南房総地域※に1年以上居住し、経済的に修学困難と認められ
る者が観光学部に入学する場合、4年間の授業料30%を減免します。（総
額924,000円）

　※南房総地域は、南房総市、館山市、鋸南町、富津市、君津市、木更津市、袖ヶ浦市、
　　大多喜町、勝浦市、御宿町、いすみ市となります。

●修学期間を4年間として卒業をめざす場合に限り
　4年間の授業料および施設設備費を50％減免します。

成績・人物が優秀な学生

JEAP制度を利用して
海外へ留学する学生

本学に在籍する学部生
（外国人留学生授業料減免の　
　出願資格を有するものを除く）

看護学部
※各病院が独自に定める選考があります。

入学前に鴨川市に1年以上居住し、
観光学部に入学した者

入学前に南房総地域に1年以上居
住し、観光学部に入学した者。か
つ、家計支持者の前年度年収が
500万円以下、または兄姉が大学
に在学中の第2子以下の場合は年
収が800万円以下の場合に申請
資格を有します。

AO方式による社会人入学試験※に
合格した者
※看護学部、薬学部、福祉総合学部理学
　療法学科では実施していません。

給付

給付

給付

貸与

給付

給付

給付

水田奨学生制度

名称 種別 内容

奨学金制度一覧

水田国際奨学生制度

学校法人城西大学
上原育英奨学金

看護学部奨学金
＜病院・自治体＞

鴨川市人材育成支援制度
＜授業料減免＞

南房総地域
人材育成支援制度
＜授業料減免＞

社会人のための
特別奨学生制度

★特待生制度の詳しい内容については本学 Web サイトをご確認ください。 ※奨学制度の内容は、今後変更となる場合があります。

　

城
西
国
際
大
学
の
同
窓
会

は
、
第
１
期
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
１
９
９
６
年
に
創
設
さ
れ
、

同
窓
生
の
数
は
、
今
や
２
万
人

を
超
え
て
い
る
。
在
学
生
へ
の
支

援
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
な
ど
、
母

校
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
と
よ
り
、
大
学

祭
で
の
模
擬
店
出
店
な
ど
同
窓
生
と

大
学
と
の
よ
り
強
い
結
び
つ
き
を
目

指
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
教
職
関
係
に
従
事
す
る
卒

業
生
を
集
め
、
教
職
を
学
ぶ
在
学
生
も

交
え
て
勉
強
会
を
開
催
し
た
り
、
特
別

に
会
員
が
集
ま
れ
る
場
所
を
提
供
し
た

り
す
る
な
ど
し
て
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
は
か
る
取
り
組
み
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　

同
窓
会
事
務
室
は
、
東
金
キ
ャ
ン
パ

ス
の
本
部
棟
4
階
に
あ
る
。□問い合わせ

　☎０４７５-５３-２１４１
　（月～金 ９：00～17：00　※ただし火曜休）

　

城
西
国
際
大
学
は
、
海

外
と
の
結
び
つ
き
も
強
く
、

海
外
留
学
な
ど
の
勉
学
面

は
も
ち
ろ
ん
、
硬
式
野
球

部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
の

課
外
活
動
団
体
が
、
海
外

チ
ー
ム
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
ッ
チ
を
行
う
な
ど
、
国

際
大
学
ら
し
い
取
り
組
み

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
同
窓
生
の

力
を
結
集
し
て
母
校
の
発

展
・
名
声
高
揚
の
お
手
伝

い
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
同
窓
生
の
絆
を
深
め

る
た
め
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
つ
く

り
、
同
窓
会
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

城西国際大学 同窓会・青柳吉彦会長　ごあいさつ

同窓会
から

対象
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大学
Goodsグッズ

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
父
母
後
援
会
で

は
、
大
学
と
保
護
者
と
の
相
互

理
解
を
深
め
る
た
め
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

各
支
部
で
開
催
す
る
「
地
区

懇
談
会
」
は
、
保
護
者
が
大

学
の
教
職
員
と
直
接
接
す
る
こ

と
の
で
き
る
機
会
、い
わ
ば
「
出

張
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
11
支
部
に
お
い
て
開

催
し
て
い
る
「
地
区
懇
談
会
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
地
区
懇
談
会
」
は
支
部

が
発
足
し
て
い
る
都
道
府
県
の

主
要
都
市
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
先
生
方
に
は
日
々

お
忙
し
い
な
か
日
程
調

整
を
お
願
い
し
て
ご
参

加
頂
い
て
い
る
せ
っ
か
く

の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
住
ま
い
の
地
区
あ
る

い
は
近
隣
で
開
催
さ
れ

る
機
会
を
ご
活
用
い
た

だ
き
参
加
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
「
地
区
懇
談
会
」
で

は
、
こ
の
他
に
大
学
生

の
就
職
活
動
状
況
に
つ

い
て
担
当
教
授
よ
り
ご
報
告
い

た
だ
く
ほ
か
、
職
員
に
よ
る
就

職
相
談
も
行
い
、
学
生
生
活
や

学
業
に
つ
い
て
も
個
別
面
談
に

お
い
て
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
し
た
皆
様
か
ら
は
、
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
感
謝
を
伝
え

る
言
葉
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
父
母
後
援
会
は
大
学

祭
に
も
参
加
し
て
お
り
、
全
国

の
11
支
部
の
方
々
が
地
元
の
名

産
物
な
ど
を
た
く
さ
ん
持
ち
寄

り
販
売
す
る
物
産
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
は
毎

年
、
こ
の
全
国
物
産
展
を
楽
し

保護者と大学を結ぶ懸け橋に〝出張キャンパス〟である地区懇談会に
  ぜひご参加ください

挨
拶
す
る
古
川
榮
一
会
長
（
中
央
）

＝
茨
城
地
区
懇
談
会
で
６
月
22
日

地区懇談会での面談の様子
（※紫色の文字となった開催回はすでに終了）

　「ＪＩＵグッズ」は、こんなにたくさんあります（写真）。
記念にどうぞ。大学祭などの行事に合わせて「ＪＩＵグッ
ズ」の販売所を設けています。問い合わせは、総務課

（０４７５－５５－８８００）へ。

▶
ロ
ー
ズ
ク
リ
ー
ム
（
※
）

▶
リ
ッ
プ
バ
ー
ム
（
※
）

▶
メ
ジ
ャ
ー

ワールドクロック▲

ペンケース▲

▶
ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
※
）

メモ帳▲

▶
ウ
ッ
ド
ペ
ン
ホ
ル
ダ
ー

▶
ス
プ
ー
ン

※ 

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
」「
ロ
ー
ズ
ク
リ
ー
ム
」「
リ
ッ
プ
バ
ー
ム
」の
３
点
は 

杉
林
学
長
の
研
究
開
発
商
品
で
す（ 

「
リ
ッ
プ
バ
ー
ム
」は
文
房
具
の
筆
ペ
ン
容

器
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
、化
粧
品
容
器
を
作
り
ま
し
た
）

日程 支部名 開催地 会場名
６／８（土） 神奈川 横浜 ローズホテル横浜
６／22（土） 茨城 水戸 三の丸ホテル
７／７（日） 山梨 甲府 ホテル談露館
７／13（土） 埼玉 さいたま 清水園
８／３（土） 四国 松山 ホテルマイステイズ松山（旧JALシティホテル）
９／７（土） 東北 山形 山形国際ホテル
９／21（土） 群馬 高崎 メトロポリタン高崎
10／６（日） 新潟 新潟 ANAクラウンプラザホテル新潟
10／12（土） 静岡 静岡 ホテルセンチュリー静岡
11／９（土） 栃木 宇都宮 ホテルマイステイズ宇都宮
12／７（土） 千葉（全国） 東金 城西国際大学

2009年度　地区懇談会　開催日程

父
母
後
援
会
か
ら

六
玉

川
タ
ン
ブ
ラ
ー
◀

み
に
来
学
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
の
大
学
祭
も
、
ど
の
よ
う
な

物
産
品
が
出
店
さ
れ
る
か
楽
し

み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
父
母
後
援
会

は
、
保
護
者
と
大
学
を
結
ぶ
懸

け
橋
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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城
西
国
際
大
学
で
は
毎
年
度
、「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
学
科
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
学
べ
る
か
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
全
体
に

関
す
る
説
明
の
ほ
か
、
入
試
説
明
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
（
ス

タ
ッ
フ
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
ご
案
内
）、
個
別
相
談
（
教
員
・

在
学
生
・
職
員
が
ご
説
明
）
な
ど
に
よ
っ
て
城
西
国
際
大

学
の
こ
と
を
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
で
す
。
高

校
生
・
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

地
理
的
な
理
由
な
ど
で
参
加
で
き
な
い
方
の
た
め
に
各

地
で
「
出
張
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
も
実
施
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
部

別
の
「
体
験
授
業
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
（
※
体
験
授
業

Ｄ
Ａ
Ｙ
の
み
実
施
）。
２
０
１
９
年
度
の
今
後
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
日
程
は
左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

TO YOUNG
高校生・受験生への　 耳寄り情報の　 耳

10月 ５ 日（土） 千葉東金・安房
10月27日（日） 東京紀尾井町
 
11月 ３ 日（日祝） 千葉東金（大学祭同時開催）
11月23日（土祝） 安房（ウェルネス交流デイ同時開催）
 
12月 １ 日（日） 東京紀尾井町
12月 ７ 日（土） 千葉東金
12月21日（土） 安房

10月

11月

12月

月 日付 実施キャンパス

 2019年度後半
「オープンキャンパス」日程（予定）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
パ
ス
に
来
れ
！

　

Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
サ
ポ

ー
ト
・
株
式
会
社
三さ

ん

燿よ
う

は
、
学
校
法
人
城

西
大
学
の
子
会
社
。

１
９
７
６
年
の
創
業

以
来
、
城
西
国
際

大
学
や
城
西
大
学

の
キ
ャ
ン
パス
内
の
各

種
施
設
の
管
理
・
運

営
な
ど
を
行
い
、
数

多
く
の
学
生
た
ち
を

直
接
的
・
間
接
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。

快
適
な
キ
ャ
ン
パス
ラ

イ
フ
を
過
ご
せ
る
の

も
「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
サ

ポ
ー
ト
」
が
支
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

学
生
食
堂
や
学
内
の
売
店
や
コ
ピ
ー
機
、
証

明
写
真
機
な
ど
の
運
営
・
管
理
も
行
って
い
る
。

第
一
食
堂
（
と
ち
テ
ラ
ス
）、
第
二
食
堂
（
ふ
う

テ
ラ
ス
・
た
ぶ
テ
ラ
ス
）、
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
の

運
営
に
も
携
わ
って
い
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
安
全
か
つ
清
潔
な
環
境
に
保

つ
こ
と
も
使
命
だ
。
建
物
施
設
の
保
守
・
空
調
・

清
掃
管
理
を
は
じ
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て

も
万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パス
に
あ
る
化
石
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
関
連
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
も
行
って
い
る
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
左
記
へ
。

支
え
て
い
ま
す

ＪＯＳＡＩサポート・株式会社三燿
TEL：03-3556-1277
東京都千代田区平河町2-8-3
学校法人城西大学
紀尾井町キャンパス2号棟内

こんな発行物も

『城西国際大学スポーツ』
―JIUアスリートの活躍をまとめて紹介！ 
　２０１７年４月に発行した「新入生歓迎号」が創刊号。年
３回発行し、２０１９年夏号で８回目を数える。硬式野
球部、サッカ－部、女子駅伝部、女子ソフトボール、観光学部軟式野球部、
柔道部、剣道部など主要な運動部の各大会での成績、活動ぶりのほか東
京五輪の正式種目となったサーフィンにも焦点を当てて紹介。「学生時代の
スポーツ」を語る教職員のコラムやプロの世界や実業団で活躍している卒
業生の姿も追っている。

『JIU TIMES』
―『The Japan Times』と
　　　タイアップした学内英字紙
　城西国際大学では、日本最大の発行部数
を有する英字新聞『The Japan Times』とのタイアップによる『JIU TIMES』
を刊行している。「国際大学にふさわしい学内英字紙を」という願いから
２０１２年夏に創刊された。年３～４回発行され、２０１９年夏号で27回の発行
を数えた。本学のさまざまな国際交流の取り組み、大学行事、研究の紹介や
コラムを教職員、学生、留学生が英語で記事を執筆、英訳している。東金市を
はじめとする周辺自治体の首長インタビューも登場し、地域との連携の様子も
紹介されている。

化石にさそわれ数億年前の世界へ
絵本『空想化石はくぶつかん』
水田記念博物館大石化石ギャ
ラリーの学芸員が全面協力

　絵本作家として活躍している森
洋子先生が水田記念博物館大石
化石ギャラリーから着想を得た絵本『空想化石はくぶ
つかん』が、学校法人城西大学出版会から発行され、
発売中だ。
　化石にさそわれて、数億年前の世界を子どもが空想
する物語。鉛筆で描かれた森洋子先生の絵と、化石
ギャラリーに展示されている化石の写真が組み合わさ
れた絵本で、巻末には作中に登場する化石標本の図鑑
が付いている。
　化石ギャラリーでは，展示している大石コレクション
や中国の瀋陽師範大学・遼寧古生物博物館から寄贈さ
れた化石標本の写真に加え、学芸員が古生物学の内容
を考証し、絵本の制作に全面協力した。

［定価］本体1,800円＋税
［問い合わせ先］03-6238-1521
（学校法人城西大学出版会）

　作家、太宰治を追悼する「山梨桜桃忌」を運営している。太宰は短
編小説「富嶽百景」を書くなど山梨・富士山とゆかりが深い。
　御坂峠にある天下茶屋は「富嶽百景」の舞台となった。昭和９年

（1934年）に開店し、作家、井伏鱒二等が足繁く通い、同12年に太
宰は井伏に伴いやってきて、常連になった。店は同42年（1967年）に
一時閉じられるが、同53年（1978年）に再開。天下茶屋からは、河口
湖と富士山が眺められる。「富士には、月見草がよく似合ふ。」という表
現もこの眺望から生まれたのだろう。
　望月さんは、実は、この「天下茶屋」の経営者の長女と結婚。店の
再開に合わせはじまった「山梨桜桃忌」に10年前から出席、太宰と深
く関わるようになった。甲府市に住んでいた太宰研究者の故橘田茂樹
さんが主宰し、それを引き継ぐように今年から運営の中心となった。
　太宰治は、第二次大戦前から戦後にかけて多くの作品を発表。没
落した華族の女性を主人公にした「斜陽」はベストセラーに。「富嶽
百景」のほか「走れメロス」「津軽」「お伽草紙」「人間失格」などの作
品がある。昭和23年（1948年）６月に死去するが、その命日にあわせ

「桜桃忌」が墓所のある東京・三鷹市の寺院などで毎年開かれてい
る。今年の「山梨桜桃忌」は約40人が集まった。会場の「天下茶屋」

人の葛藤に共鳴する舞台を演出したい

には、太宰治記念室が設けられており、当時の太宰の机や火鉢などの
ほか、井伏鱒二と太宰治のツーショットといった貴重な写真も展示され
ている。
　しかし、天下茶屋までは１日に２本余りしか交通機関が運行されてお
らず、記念館を訪ねるには自家用車などを利用しなくてはならない。地
方に住む太宰ファンの老齢化によって「山梨桜桃忌」の参加者が少
なくなってしまった。関心を持つ若い世代が遠方まで足を運んでくれる
ことを期待している。望月さんは「天下茶屋」周辺には「お伽草紙」に
収められた「カチカチ山」の舞台とされる河口湖畔の天上山など、これ
らの「見どころ」をＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）などで若
い世代に伝えていきたい、という。
　メディア学部では「身体表現論」「演劇論」を教える。「太宰作品と
演劇」についての質問に、望月さんは「太宰の言葉、表現の力が強烈
で、演劇のような総合芸術よりもよりシンプルに文字や音のみで伝える
ほうが『立つ』作品が多い。自分の弱さを受け入れつつも、信じられるも
のを見つけてさまよう人のありようや、人という存在への探求心を感じ
る。誰しもが持っているであろう葛藤に共鳴する朗読を中心とした舞台
を演出したい」と話す。

C  ffee
timeコーヒータイム

談
話
室

メディア学部メディア情報学科 望月 純
じ ゅ ん

吉
き ち

准教授

――太宰治「山梨桜桃忌」も運営

47歳、劇団文学座 演出家。2001年、文学座に入る。2005年、文化
庁在外研修員としてニューヨークに１年滞在。08年、文学座アトリエの会

「ダウト　ＤＯＵＢＴ」（日本初演）を演出、読売演劇大賞作品賞の上半期
にノミネート。13年、国民文化祭開幕式――1部「山峡の黎明」の作・
演出。16年、城西国際大学メディア学部准教授。

［略歴］

▶▶▶▶▶▶▶バックナンバーBack Number 広報誌『
学
ぶ
』の
軌
跡『学ぶ』は、２０１９年度から春と秋の年２回の発行になっています。

　
２
０
１
７
年
秋

に
発
刊
し
た
。創

刊
号
で
は
巻
頭
に

杉
林
学
長
イ
ン
タ
ビュー
、新
理
事
長
に
就
任
し

た
上
原
明
氏「
ご
あ
い
さ
つ
」な
ど
を
掲
載
。表

紙
は
、ド
ロ
ー
ン
が
空
撮
し
た
東
金
キ
ャ
ン
パス
。

　
２
０
１
８
年
秋

発
行
。 

杉
林
学

長
の
特
別
寄
稿

「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
進
む
道
」や
卒
業
制
作
の
作
品
が

東
京
国
際
映
画
祭
の「
日
本
映
画
ス
プ
ラ
ッ

シュ
部
門
」に
選
出
さ
れ
た
高
橋
賢
成
さ
ん
ら

活
躍
す
る
先
輩
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
る
。表

紙
は
、紅
葉
が
美
し
い
東
金
キ
ャ
ン
パス
。

　

２
０
１
９
年
度
入
学
式
に

合
わ
せ
て
発
行
。杉
林
学
長
と

ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
堤
社
長
と

の
特
別
対
談
、特
集「
観
光
学

部
」な
ど
を
掲
載
。世
界
で
活

躍
す
る
２
人
の
卒
業
生
、名
倉

七
海
さ
ん
と
宮
本
華
緒
さ
ん
も

紹
介
。分
冊
読
本「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ヒ
ス

ト
リ
ー
」の
創
刊
号
が
別
冊
と

し
て
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。表

紙
は
、安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
の
展
望

デッ
キ
か
ら
見
た
太
平
洋
。

創
刊
号

第
２
号

第
３
号



　

今
回
の
広
報
誌『
学
ぶ
』

４
号
で
は
、福
祉
総
合
学

部
福
祉
総
合
学
科
の
特
集

ペ
ー
ジ
を
組
み
ま
し
た
。城

西
国
際
大
学
の
30
周
年
の

記
念
誌
編
纂
を
目
指
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ヒ
ス

ト
リ
ー
」は
、今
号
か
ら
大

学
の「
通
史
」の
ほ
か
、テ
ー

マ
ご
と
に
そ
の「
歩
み
」を

振
り
返
る
欄
も
添
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。第
一
弾
は

「
運
動
部
・
前
編
」で
す
。

今
後
は「
文
化
部
の
活
動
」、

「
海
外
提
携
校
と
の
取
り

組
み
」と
いっ
た
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
（
発
行・総
務
課
）

【
編
集
後
記
】
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            〒 283-8555
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　　　　TEL：0475-55-8800
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■ 11月 3 日（日）・ 4 日（月）
　 第28回大学祭「JIUフェスティバル」
■ 11月23日（土）
　 観光学部ウェルネス交流Day
■ 12月 ７ 日（土）
　 父母後援会・千葉全国懇談会（東金キャンパス）

特待生入試の選考対象科目の詳細については、
本学HP（https://www.jiu.ac.jp/）の［特集］コーナーにある

「2020年度特待生制度を実施します
（https://www.jiu.ac.jp/news/detail/id=4557）」でご確認ください。

　本学ならびに学部・学科のアドミッション・ポリシーを体現す
る意欲を有し、2020年度一般入学試験（Ａ日程）で成績上位
合格者に対して授業料を免除します。

■看護学部看護学科
　4年間授業料全額免除（S特待生）…募集定員3名
　4年間授業料半額免除（A特待生）…募集定員3名
■薬学部医療薬学科
　6年間授業料全額免除（S特待生）…募集定員5名
　6年間授業料半額免除（A特待生）…募集定員8名
■福祉総合学部理学療法学科
　4年間授業料全額免除（S特待生）…募集定員4名
　4年間授業料半額免除（A特待生）…募集定員4名
■福祉総合学部福祉総合学科／経営情報学部総合経営学科

／メディア学部メディア情報学科／国際人文学部国際文化
学科／国際人文学部国際交流学科／観光学部観光学科の
6学科合計（各学科・コースで最大4名以内）

　4年間授業料全額免除（S特待生）…募集定員10名
　4年間授業料半額免除（A特待生）…募集定員10名

●選考会場：千葉東金キャンパス／東京紀尾井町キャンパス
※一般入学試験A日程の選考科目・選考方法・時間割については、各学科

の2020年度学生募集要項を参照してください。

2020年度特待生入試

【対象学科】国際人文学部国際文化学科／国際人文学部国際交流学科／
　　　　　観光学部観光学科／経営情報学部総合経営学科／
　　　　　メディア学部メディア情報学科

　　授業料半額免除（最大4年間の適用可）…募集定員50名程度
●選考方法：各学科の指定校推薦、公募制推薦の選考終了後、別途、「本学指定のテーマ
（募集要項に記載）を英語でスピーチと質疑応答」

●選考会場：千葉東金キャンパス（観光学部を除く全学科）／東京紀尾井町キャンパス
　（経営情報学部・メディア学部・観光学部）／安房キャンパス（観光学部）

【対象学科】薬学部医療薬学科

　　2年間の授業料半額免除…募集定員10名程度

　GLOBAL教育を体現する意欲を有し、本学が指定する英語能力を有す
る者で、指定校推薦、公募制推薦１期・２期に出願できる者を対象に海外留
学派遣を目的とする特待生制度を実施します。

Ｊ特待生制度

　介護福祉士国家試験受験可能な教育課程を設置する高等学校を卒業見込
みの者で、当該年度に介護福祉士国家試験を受験する予定で、指定校推薦、
公募制推薦１期・２期に出願できる者（全体の評定平均値が3.0以上でエント
リー可）を対象に実施します。

【対象学科】福祉総合学部福祉総合学科
　　授業料半額免除（最大４年間の適用可）…募集定員30名程度

福祉科ステップアップ特待生制度
（高校福祉科生のためのステップアップ特待生制度）

●選考方法：書類審査、面接　●選考会場：千葉東金キャンパス

⃝選考方法：科学基礎テスト、面接（一部、英語での会話を含む）
●選考会場：千葉東金キャンパス

▶

   　

城
西
大
学
正
面
か
ら
清
光
会
館
へ
つ
な
が
る

〝
城
西
の
顔
〟が
生
ま
れ
変
わ
る
。既
存
の
１
、

２
、４
号
館
と
実
験
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
引
き
継

ぐ
新
複
合
棟「
23
号
館
」は
来
春
以
降
に
着
工
、

２
０
２
３
年
秋
の
竣
工
を
目
指
す
。鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
７
階
建
て
、延
べ
面
積
２
万
１
０
０
０

平
方
㍍
。

　

最
大
の
特
色
は
、１
階
部
分
を
す
べ
て
の
面
に

開
放
し
た
空
間
と
し
て
、学
生
や
教
職
員
、地
域

と
の
交
流
の
接
合
点「
ハ
ブ
」と
し
て
の
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
。大
き
な
庇ひ

さ
し

の
下
の
ひ
と
つ
な
が
り

の
空
間「JO

SA
I H

U
B

」に
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、カ
フ
ェ
や
、ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
、グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
多
様
な
学
び
の
形

に
対
応
し
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
や
学
生
の
居
場
所
を

備
え
る
。

　

庇
の
上
に
は
３
つ
の
エ
リ

ア（
東・中
央・西
）か
ら
成

る
教
室・研
究
施
設
を
配

置
。理
学
部
の
実
験
室
や

演
習
室
、研
究
室
の
ほ
か
、共
用
の
講
義
室
な
ど

を
設
け
る
。廊
下
は
学
生
の
居
場
所
と
し
て
も
利

用
で
き
る
明
る
く
気
持
ち
の
良
い
空
間
と
す
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
入
り
口
に
は
門
や
ゲ
ー
ト
を
設
け

ず
、文
字
通
り
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指

す
。ま
た
、守
衛
室
は
車
路
、歩
道
両
方
に
面
し

て
設
置
す
る
こ
と
で
学
生
の
安
全
を
守
る
と

と
も
に
、バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
は
雨
に
濡
れ
ず
に

「JO
SA

I H
U

B

」に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

　姉妹校である城西大学（ＪＵ）での
話題、活躍の選手、受賞などについて
紹介します。ＪＵでは

　

２
０
２
０
東
京
五
輪
に
参
加
す
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
選
手
団
が
８
月
下
旬
か
ら
９
月

に
か
け
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
埼
玉
県
鶴
ヶ
島

市
を
訪
れ
、市
民
と
交
流
す
る
と
と
も

に
隣
接
す
る
坂
戸
市
の
城
西
大
学
の
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
格
技
室（
柔
道
場
）で
練

習
を
し
た
。

　
一
行
は
陸
上
競
技
と
柔
道
の
選
手
９

人
と
監
督・コ
ー
チ
の
計
11
人
。８
月
26
日

に
来
日
。27
日
は
城
西
大
学
を
訪
れ
、歓

迎
交
流
会
に
参
加
。歓
迎
交
流
会
で
は

白
幡
晶
学
長
が
、鶴
ヶ
島
市
が
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
に
な
っ
た
経
緯
や
城
西
大
学
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
と
の
浅
か
ら
ぬ
縁
を
紹
介
し
た
後
、

「
昔
か
ら
の
友
達
の
家
に
来
た
と
思
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

う
練
習
が
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
に

有
意
義
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
う
と

と
も
に
、ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
、地
域
、本
学

の
友
好
が
さ
ら
に
深
く
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」と
歓
迎
の
挨
拶
。

　
一
行
を
代
表
し
て
陸
上
競
技
の
キ
ン

キ
ン
ト
ウ
ェ
監
督
が

「
城
西
大
学
で
練

習
す
る
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。今
回
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
実
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
。午
後
は
さ
っ
そ
く
、城
西
大
学
の
学

生
ら
と
の
合
同
練
習
を
し
て
汗
を
流
し

た
。ま
た
、28
日
は
午
前
の
合
同
練
習
の

後
、午
後
は
薬
学
部
医
療
栄
養
学
科
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
に
関
す
る
講
座
に
参

加
し
た
。

　
一
行
は
31
日
ま
で
午
前
は
本
学
で
合
同

練
習
。午
後
は
東
京
都
内
視
察
や
市
民

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
。９
月

２
日
の
離
日
を
前
に
し
た
１
日
は
、同
市

の
伝
統
行
事「
脚
折
雨
乞
」と
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
国
民
的
水
か
け
行
事「
ダ
ジ
ャ
ン
」を

融
合
し
た「
鶴
ヶ
島
水
か
け
ま
つ
り
」に
参

加
。市
民
や
関
係
者
と
交
流
を
図
っ
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
選
手
団
の
歓
迎
交
流
会

　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
を
訪
問

２
０
２
０

東
京
五
輪

生
ま
れ
変
わ
る〝
城
西
の
顔
〟　

23
号
館
建
設
へ

２
０
２
０
年
着
工
、
23
年
秋
竣
工

今年度の
主要行事【　　　 　】
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ミャンマー選手団と城西大学の
留学生ら

全
景
（
イ
メ
ー
ジ
）

■ 12月24日（火）
　 授業終了
■ 1 月10日（金）
　 授業再開
■ 3 月14日（土）
　学位授与式・卒業式




